
ご使用前に必ず本書をお読みください。 
将来いつでも使用できるように大切に保管してください。 

ドキュメントスキャナ 

ユーザーマニュアル 
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はじめに

このたびはキヤノンDR-4010Cスキャナをお買い求めいただきまして誠にありがとうございま
す。本機の機能を十分にご理解いただき、より効果的にご活用いただくために、ご使用前に本書
をよくお読みいただくとともに、お読みになったあとは必ず保管してください。

ユーザーマニュアルの構成について

ユーザーマニュアルは、「ハードウェア編」と「ソフトウェア編」で構成されており、「ハード
ウェア編」ではスキャナの取り扱い全般、「ソフトウェア編」ではスキャナを使用するためのソフ
トウェアの設定について説明しています。

ハードウェア編

第 1章　お使いになる前に
日常的な注意事項から本製品の特長、各部の名称

第 2章　セットアップ
製品の動作環境からセットアップの手順

第 3章　基本的な使用方法
原稿の種類から基本的なスキャン方法、紙詰まりの対処方法

第 4章　メンテナンス
定期的な清掃からローラの交換方法

第 5章　トラブルシューティング
こまったときの対処方法と、アプリケーションのアンインストール手順

第 6章　付　録
製品の仕様と外形図

ソフトウェア編

第 7章　ISIS/TWAINドライバの設定
ISIS/TWAINドライバの設定方法

第 8章　ジョブ登録ツールの設定
ジョブ登録ツールの設定方法

第 9章　こんなときは
ISIS/TWAINドライバを設定する際のヒント
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本書内の表記について

ここでは、本書で使用している記号・表示について説明します。本書をお読みになる前に、ひと
とおり目を通して、その意味を理解しておいてください。

警告
取り扱いを誤った場合に、死亡または重傷を負う恐れのある警告事項が書かれています。安
全に使用していただくために、必ずこの警告事項をお守りください。

注意
取り扱いを誤った場合に、傷害を負う恐れや物的損害が発生する恐れのある注意事項が書か
れています。安全に使用していただくために、必ずこの注意事項をお守りください。

お願い
操作上必ず守っていただきたい重要事項や禁止事項が書かれています。機械の故障や損傷を
防ぐために、必ずお読みください。

メモ
操作の参考となることや補足説明が書かれています。必ずお読みください。

（→ P.3-1「3-1 原稿について」）

参照する項目とページを表し、クリックをすると該当ページにジャンプします。



ユーザーマニュアル 

ハードウェア編 

ドキュメントスキャナ 
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1-1　安全にお使いいただくために

本製品を安全にお使いいただくため、以下の項目についての注意事項を必ずお読みください。

設置場所について

本機の性能は、設置されている環境によって影響を受けることがあります。設置する場所が、次
の環境条件に合っていることを確認してください。

● 本機の周りには操作、保守、換気のためのスペースを十分確保してください。

650ｍｍ以上 
(原稿トレイと原稿
補助トレイを開いた
とき)

100ｍｍ以上 
(排紙トレイを閉じているとき)

400mm以上 
(原稿トレイと原稿
補助トレイを閉じ
たとき)

● 読み取った原稿を本機の後方に排紙する場合、本機の後方に原稿を排紙するためのスペースを
十分確保してください。（→ P.3-3「3-2 給紙・排紙トレイの準備」）

● 直射日光の当たる場所は避けてください。やむをえない場合は、厚いカーテンなどで日光をさ
えぎってください。

● ほこりの多い場所は避けてください。ほこりは本体内部に悪影響を及ぼすことがあります。

● 水道の蛇口、湯沸器、加湿器など高温、多湿になる場所の近くや、アンモニアガス、シンナー
などが発生する場所は避けてください。

● 不安定な場所や、振動しやすい場所は避けてください。

● 温度が急激に変化する場所は避けてください。本体内部で結露が発生すると品質低下の原因に
なります。以下の環境下でお使いください。

室温 10℃―32.5℃

湿度 20％―80％RH

● スピーカーやテレビ、ラジオなど磁気を発生する機器の近くは避けてください。

第1章 お使いになる前に
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電源について

● 電源は必ず100Vのコンセントからとってください。

● AC100V以外の電源電圧で使用しないでください。火災や感電の原因になることがあります。

● 他の電気機器と同じコンセントを使用しないでください。また、延長コードを使う場合は、延
長コードのアンペア数値に注意してください。

● 電源コードの上に物を置いたり、踏みつけたりしないでください。

● 電源コードを束ねたまま使用しないでください。

● 電源コードを強く引っ張らないでください。電源プラグを抜くときは、電源プラグを持ち、そ
のまま抜いてください。

● 非常時に電源プラグが抜けるように、コンセントの周りには物を置かないでください。

● 安全のため、必ずアース線を接続してください。アース線は絶対にガス管や水道管には接続し
ないでください。

● 電源について不明な点があるときは、お買い求めの販売店にお問い合わせください。

スキャナの移動

● スキャナを移動する場合は、本体を落とさないように必ず両手でしっかり持ってください。ス
キャナ本体の質量は約6.4kgです。

● スキャナを移動する場合は、インタフェースケーブルや電源コードを必ず外しておいてくださ
い。ケーブル類を付けたまま持ち運ぶと、無理な力が加わってプラグやコネクタが損傷するこ
とがあります。
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日常の取り扱いについて

警告
本製品をお使いになるときは、次の警告をお守りください。これらは火災や感電の原因になりま
す。
■ アルコール、シンナーなどの引火性溶剤の近くには設置しないでください。

■ 電源コードを傷つけたり、破損したり、加工しないでください。また、重いものを載せたり、
引っ張ったり、無理に曲げないでください。

■ 濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。

■ タコ足配線をしないでください。

■ 電源コードを結んだり、束ねたりしないでください。電源プラグは奥まで確実に差し込んでく
ださい。

■ 付属の電源コード以外は使用しないでください。

■ 本機を分解したり、改造しないでください。

■ 本機の分解、改造は、危険ですので絶対に行わないでください。

■ 本機の近くでは可燃性のスプレーを使用しないでください。

■ 清掃の際は電源スイッチを切り、電源コードをコンセントから抜いてください。

■ 本機の清掃には、水を含ませて固くしぼった布を使用してください。アルコール、ベンジン、
シンナーなどの引火性溶剤は使用しないでください。

■ 異常音、発煙、発熱、異臭があったり、電源を入れても機械が動かないなどの異常が発生した
場合は、直ちに電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いてください。そして、
お買い求めの販売店または担当サービスにご連絡ください。

■ 本機を落としたり、ぶつけたりして、強いショックを与えないでください。万一本機が破損し
た場合は、直ちに電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いてください。そして、
お買い求めの販売店または担当サービスにご連絡ください。

■ 本機を移動させる場合は、必ず電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いてくだ
さい。

注意
■ ぐらついた台の上や傾いたところなどの不安定な場所や、振動の多い場所には設置しないでく

ださい。落ちたり倒れたりして、けがの原因になることがあります。

■ 通気孔をふさがないでください。本機の内部に熱がこもり、火災の原因になることがあります。

■ 本機の上には、クリップ、ステイプルの針、ネックレスなどの金属物を置かないでください。
こぼれたり、中に入ると火災や感電の原因になることがあります。万一これらが本機の中に
入ってしまった場合は、直ちに電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いてくだ
さい。そしてお買い求めの販売店または担当サービスにご連絡ください。

■ 湿気やほこりの多い場所には設置しないでください。火災や感電の原因になることがあります。

■ 本機の上には物を載せないでください。置いたものが倒れたり、落下して、けがの原因になる
ことがあります。

■ 電源プラグを抜くときは、必ずプラグを持って抜いてください。電源コードを引っ張ると、芯
線の露出、断線などで、コードが傷つき、火災や感電の原因になることがあります。

■ いつでも電源コードが抜けるように、コンセントの周りには物を置かないでください。非常時
に電源コードが抜けなくなります。
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■ 本機の内部に、水や引火性溶剤（アルコール、シンナー、ベンジンなど）をこぼさないでくだ
さい。火災や感電の原因になることがあります。

■ 長時間ご使用にならないときは、安全のため、必ず電源コードを本体から抜き、電源プラグを
コンセントから抜いてください。

■ 本機を操作するときは、ゆったりとした服装を避け、装飾品など動作中の本機に引っ掛かりそ
うなものを身につけないでください。本機に巻き込まれてけがの原因になることがあります。
特にネクタイや長い髪などはご注意ください。万一巻き込まれた場合は、直ちに電源スイッチ
を切って機械を停止してください。

■ 原稿をセットするときや、詰まった紙を取り除くときは、慎重に扱ってください。紙の端で手
を切るなど、思わぬけがをすることがあります。

廃棄について

● 本機を廃棄するときは、必ず法律およびその地域の条例に従って廃棄するかお買い求めの販売
店にご相談ください。
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1-2　DR-4010Cの特長

DR-4010Cの主な特長は以下のとおりです。

● 高速原稿給紙

小型ながら名刺サイズからA4までの原稿を最大42枚/分で読み取ります。

（読取モード：白黒/グレー/カラー、条件：A4縦/200dpi）

● USB/SCSIインタフェース対応

コンピュータに標準搭載されているUSBインタフェースおよび、拡張SCSIカードに対応し
ています。（→ P.2-2「2-2 動作環境の確認」）

● カラー/グレースケール対応

原稿を24ビットカラーや256階調グレースケールで読み取ることができます。

● 多様な読み取りモードをサポート

原稿の種類によって以下のような様々な読み取りモードに対応しています。

-  片面または両面モード
-  連続または手差し給紙

● 前面給排紙（Uターンパス）

原稿の給紙と排紙を前面で行います。（→ P.3-3「3-2 給紙・排紙トレイの準備」）

● 後方排紙（ストレートパス）

背面にある排紙トレイを開くことにより、原稿が後方に排紙されます。ただし、排紙された原
稿の順番は、給紙したときの逆になります。（→ P.3-3「3-2 給紙・排紙トレイの準備」）

● 自動原稿サイズ検知

読み取った原稿のサイズを自動的に検知して保存します。サイズの異なる原稿が混在している
ときや、非定形サイズの原稿を読み取ったときにできる黒い部分が削除されます。

● 重送検知

原稿が重なって搬送されたことを検知して搬送を停止します。（→ P.3-29「重送検知機能」）

● 斜行補正

斜めに給紙された原稿の画像を検知して、画像の傾きを補正します。

● カードスキャン

ISO/JIS規格に準拠したサイズのカードをスキャンすることができます。ただし、エンボスの
あるクレジットカードなどはスキャンできません。（→ P.3-1「3-1 原稿について」）

● カラー原稿自動検知

読み取った原稿がカラーか白黒かを自動的に検知して画像を保存します。

● 文字向き検知

原稿の中の文字の向きを検知し、文字の向きがまっすぐになるように読み取った画像を回転さ
せます。

● テキストエンハンスメントモード

下地が濃い原稿や薄い鉛筆書きの原稿の文字の部分をはっきりと読み取るモードです。

* 原稿によっては有効に機能しない場合があります。

● ドロップアウトカラー

原稿の中の特定の色または色の範囲を指定し、指定した色を読み取らないようにします。
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● 色強調

原稿の中の特定の色または色の範囲を指定し、指定した色を強調します。

● 自動白紙スキップ機能

原稿が片面であるか両面であるかを気にせずにスキャンを行える、自動白紙スキップ機能を備
えています。

この白いページが画像データから削除されます。 

● プレスキャン機能

読み取りを行なう前にプレスキャンを行ない、プレスキャンした画像で明るさとコントラスト
を調整してから読み取りを行ないます。

● バインダ穴消去

バインダに綴じられていた原稿を読み取った時にできる黒い穴の部分を消去します。
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WorldWide Consulting

Regional performance 

As represented in the graph below, performance of 

subsidiaries operating in the three major marketing 

regions (Asia, Europe, North America) has diverged 

significantly over the past five periods. These 

subsidiaries each demonstrate a different 

performance profile, and these difference can be 

accounted in part by the contrasting economic 

situations of their region. 

      The Asian subsidiary, after a period of growth 

experienced during the first three periods covered by 

this report, has noticeably plateaued during the past 

two periods. Seen from the macroscopic regional 

viewpoint, this trend indicates a failure of market 

growth, yet this plateau in fact conceals a 

tremendous disparity among the various sub-

markets included in this region. Steady increases in 

three major sub-markets served to offset dramatic 

decreases in seven minor sub-markets. The overall 

equilibrium is a result of these opposing movements.

      Performance in the North America and Europe 

regions has been positive. While the European 

markets continue to show a constant, steady growth 

towards higher overall sales figures, the North 

American market has displayed an astounding factor 

of growth which has led this region to supplant Asia 

for the number one global sales position.

Current-term evaluation 

Early indications for the current term suggest that 

the trends represented in the graph below will 

continue to be the case, and that a simple 

extrapolation will be fairly accurate in predicting the 

figures to be disclosed at the end of this period. 

While this sampling is correlated with the gross 

statistical analysis represented by the graph, there is 

need to emphasis the degree to which this 

extrapolation is a by-product of local economic 

situations, and not of the analytic process itself. 

      As seen in the Asian example, cumulative sales 

statistics in themselves do not provide a basis upon 

which to establish the kind of strategic planning 

necessary to orchestrate the most effective dispersal 

of sales personnel and resources. To meet this 

objective, a more fine-grained analysis of each region 

is required, and subsidiaries also need to be analyzed 

with respect to the performance of both the industry 

and their competitors within each sub-market. 

      The proposal presented herein is to undertake an 

evaluation of current term performance which proceeds 

by taking a more variegated group of microanalytic and 

cross-market factors into account, a methodology in line 

with the concerns raised above. The factors included in 

this proposal, as well as justification for each factor on 

both theoretical and quantitative bases, is provided for 

each factor in Appendix 4. 
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Regional performance 

As represented in the graph below, performance of 

subsidiaries operating in the three major marketing 

regions (Asia, Europe, North America) has diverged 

significantly over the past five periods. These 

subsidiaries each demonstrate a different 

performance profile, and these difference can be 

accounted in part by the contrasting economic 

situations of their region. 

      The Asian subsidiary, after a period of growth 

experienced during the first three periods covered by 

this report, has noticeably plateaued during the past 

two periods. Seen from the macroscopic regional 

viewpoint, this trend indicates a failure of market 

growth, yet this plateau in fact conceals a 

tremendous disparity among the various sub-

markets included in this region. Steady increases in 

three major sub-markets served to offset dramatic 

decreases in seven minor sub-markets. The overall 

equilibrium is a result of these opposing movements.

      Performance in the North America and Europe 

regions has been positive. While the European 

markets continue to show a constant, steady growth 

towards higher overall sales figures, the North 

American market has displayed an astounding factor 

of growth which has led this region to supplant Asia 

for the number one global sales position.

Current-term evaluation 

Early indications for the current term suggest that 

the trends represented in the graph below will 

continue to be the case, and that a simple 

extrapolation will be fairly accurate in predicting the 

figures to be disclosed at the end of this period. 

While this sampling is correlated with the gross 

statistical analysis represented by the graph, there is 

need to emphasis the degree to which this 

extrapolation is a by-product of local economic 

situations, and not of the analytic process itself. 

      As seen in the Asian example, cumulative sales 

statistics in themselves do not provide a basis upon 

which to establish the kind of strategic planning 

necessary to orchestrate the most effective dispersal 

of sales personnel and resources. To meet this 

objective, a more fine-grained analysis of each region 

is required, and subsidiaries also need to be analyzed 

with respect to the performance of both the industry 

and their competitors within each sub-market. 

      The proposal presented herein is to undertake an 

evaluation of current term performance which proceeds 

by taking a more variegated group of microanalytic and 

cross-market factors into account, a methodology in line 

with the concerns raised above. The factors included in 

this proposal, as well as justification for each factor on 

both theoretical and quantitative bases, is provided for 

each factor in Appendix 4. 

Page 18/174

Units: $ millions

● マルチストリーム機能

用途に合わせて読み取り条件の異なる2つの画像を1回のスキャンで同時に出力することので
きるマルチストリーム機能に対応しています。ただし、この機能はお使いのアプリケーション
がマルチストリーム機能に対応している場合にのみ使用できます。（→ P.3-33「マルチスト
リーム機能」）

● 長尺紙対応

本機の設定を長尺モードに設定することにより、最大1,000mmの長さの原稿までスキャン
することができます。（→ P.3-29「長尺モード」）

● 感圧紙対応

感圧紙もスキャンすることができます。

● スタンバイモード

本機は、スキャン実行時以外、スタンバイモードに移行する省エネ設計になっています。

メモ
記載されている機能によっては、お使いのアプリケーションソフトウェアで使用できない場
合があります。
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1-3　各部の名称と機能

ここでは各部の名称と機能について説明します。本機を使用する前にご確認ください。

■  前面

排紙トレイ
読み取られた原稿が
排紙されます。
（→P.3-3）

排紙トレイガイド
原稿が排紙トレイからはみ出す場
合に開きます。（→P.3-4）

給紙補助トレイ
原稿が原稿トレイ
からはみ出す場合
に引き出します。
（→P.3-3）

給紙トレイ
読み取る原稿をセット
します。（→P.3-3）

ジョブボタン
ジョブ登録ツールで機能を割り当てて使用します。
（→P.3-9）

電源ランプ
スキャナの電源をオンにすると点灯します。
（→P.2-10）

電源スイッチ
スキャナの電源をオン、オフします。（→P.2-10）

給紙切替レバー
原稿の給紙方法を切替えます。
原稿を連続で給紙させる場合に下側（ ）にします。
（→P.3-5）
原稿を1枚ずつ給紙、または複数枚綴りの伝票などを分離し
ないで給紙する場合には上側（ ）にします。
（→P.3-7）

原稿ガイド
原稿の幅に合わせて調整します。
（→P.3-6）

■ 操作部
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2
ON

1

(通気孔)

アース端子
付属のアースコードを
接続します。

電源コネクタ
付属の電源コードを接続しま
す。

ディップスイッチ
SCSI IDを設定します。

SCSIコネクタ
ハーフピッチ50ピン（ピンタイプ）
のSCSIケーブルを接続します。

USBコネクタ
同梱または、Hi-Speed USB2.0に対応
したUSBケーブルを接続します。

排紙トレイ 2
ストレートパスで使用するとき
に開きます。（→P.3-3）

■ 背面

注意
● USBケーブルとSCSIケーブルは同時に接続しないでください。故障の原因に

なります。

● 通気孔をふさがないでください。本機の内部に熱がこもり、火災の原因になるこ
とがあります。

■ 接続部（→ P.2-10「2-4 コンピュータとの接続」）
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第2章 セットアップ

2-1　セットアップの手順について

本機を使用するためには以下の手順に従って本機をセットアップしてください。

手順1：動作環境の確認

手順2：ソフトウェアのインストール

手順3：コンピュータとの接続

手順4：電源のオン（スキャナの認識）

お願い

● コンピュータとの接続は、必ずソフトウェアのインストールの後に行ってください。

● ソフトウェアをインストールする前にスキャナを接続し、スキャナの電源をオンにすると以
下のウィザード画面が表示されます。この場合、［キャンセル］ボタンをクリックしてウィ
ザード画面を終了させてからスキャナの電源をオフにします。

ウィザード画面(Windows2000）
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2-2　動作環境の確認

本書に記載されている仕様を満たし、DR-4010Cを快適にお使いいただくためには次のシステム
要件を推奨します。

● オペレーティングシステム

･ Microsoft Windows 2000 Professional SP4以上

･ Microsoft Windows XP Professional SP2以上

･ Microsoft Windows XP Home Edition SP2以上

･ Microsoft Windows XP Professional x64 Edition

● パーソナルコンピュータ

･ CPU：Pentium4　3.2GHz以上

･ メモリ：1GB以上

･ ハードディスク：1GB以上の空き容量

･ インタフェース： コンピュータに標準搭載されたUSBポート（Hi-Speed USB 2.0）
または、拡張SCSIカード

･ モニタ：解像度1024×768(XGA)以上

● 拡張SCSIカードは、本機が推奨する以下のSCSIカードをお使いください。

Adaptec社製SCSIカード（PCIバス用）

･ AHA-2930U

･ AHA-2940AU

･ ASC-19160

･ ASC-29160N

Adaptec社製SCSIカード（Card bus用）

･ APA-1480

● 上記のシステム環境で正常に動作する ISIS互換アプリケーションソフトウェアまたは
TWAIN互換アプリケーションソフトウェア。

お願い

● お使いのコンピュータのシステム要件が不明な場合には、コンピュータをお買い求めになっ
た販売店または、コンピュータメーカーのサポート窓口にお問い合わせください。

● USBケーブルとSCSIケーブルは同時に接続しないでください。

● コンピュータに標準搭載のUSBポートに接続して使用する場合、以下の点に注意してくだ
さい。

･ USBインタフェースはHi-Speed USB 2.0インタフェースを使用してください。

･ コンピュータに標準装備されたUSBポートがUSB Full-Speed (USB1.1相当）の場
合、スキャン速度が低下します。この場合、SCSIカードでのご使用をお勧めします。

･ USB2.0ドライバはマイクロソフト社から提供されている最新のドライバをお使いくだ
さい。詳細についてはお買い求めの販売店にお問い合わせください。
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･ コンピュータに標準装備されたすべてのUSBインタフェースにおいて、動作を保証す
るものではありません。詳細についてはお買い求めの販売店にお問い合わせください。

･ USBケーブルは、同梱品またはHi-Speed USB2.0対応のケーブルをお使いください。

● SCSIカードで使用する場合、以下の点に注意してください。

･ SCSIカードのコンピュータへの取り付けは、必ずお使いのSCSIカードおよびコン
ピュータの取扱説明書に記載されている手順にしたがって行ってください。

･ 使用できるSCSIケーブルの総延長は、SCSIの規格によって決められています。詳細
は、お使いのSCSIカードの取扱説明書を参照してください。

● CPU、メモリ、インタフェースカード等、コンピュータの推奨仕様を満たさない場合、スキャ
ン速度が大幅に低下したり転送速度に時間を要する場合があります。

● コンピュータの推奨仕様を満たしている場合でも、読み取りの設定によっては、スキャン速度
が低下する場合があります。

● 同梱されている ISIS/TWAINドライバは、すべての ISIS互換アプリケーションソフト
ウェアまたはTWAIN互換アプリケーションソフトウェアで動作するとは限りません。詳細
についてはアプリケーションソフトウェアの販売元にお問い合わせください。
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2-3　ソフトウェアのインストール

ソフトウェアのインストールについて説明します。

セットアップディスクについて

本機に同梱されているセットアップディスクをCDドライブにセットすると、以下のメニュー画
面が起動します。セットアップディスクをCDドライブにセットしてもメニュー画面が起動しな
いときは、 エクスプローラからセットアップディスクを開き、“SETUP.EXE”を実行してくださ
い。

メモ
DR-4010Cセットアップディスクは、以下の構造になっています。

メニュー画面 

マニュアルを読む 選んでインストール 

おまかせインストール 

＊DR-4010Cの電子マニュアルで、「ユーザ
ーマニュアル」と「CapturePerfecr3.0操
作ガイド」は、ソフトウェアと一緒にコン
ピュータにインストールされます。 

＊チェックマークを付けたソフトウェア
がインストールされます。 

＊表示されているすべてのソフトウェア
がインストールされます。 
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ソフトウェアのインストール

ソフトウェアのインストールは、以下の手順で行います。

1 Administrator権限のアカウントでWindowsにログオンします。

お願い

● Windowsにログオンするときは、Administrator権限のアカウントでログオンしてくだ
さい。

● ソフトウェアをインストールする前に他のアプリケーションはすべて終了させてください。

2 DR-4010CセットアップディスクをCDドライブにセットします。
メニュー画面が起動します。

3 「おまかせインストール」をクリックします。
「おまかせインストール」画面になります。

メモ
●「おまかせインストール」では、表示されているソフトウェアとユーザーマニュアルのイ

ンストールを続けて行います。アンインストールしたソフトウェアを再インストールす
るときには「選んでインストール」をクリックして、アンインストールしたソフトウェ
アを再インストールします。

● DR-4010Cドライバは、スキャナドライバと、ジョブツールのインストールを行いま
す。
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4 「インストール」をクリックします。
DR-4010C ドライバのセットアップを開始します。

5 「次へ」をクリックします。
「製品使用許諾契約」が表示されます。

6 「製品使用許諾契約」を読み、同意いただける場合は「はい」クリックします。
DR-4010C ドライバのインストールを行います。

続けてジョブツールのインストールを行います。
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7 DR-4010C ドライバのインストールが完了します。

8 「完了」をクリックします。
続けて「CapturePerfect3.0」のインストールを実行します。

9 「次へ」をクリックします。
「製品使用許諾契約」が表示されます。

10 「製品使用許諾契約」を読み、同意いただける場合は「はい」クリックします。
インストール先を確認します。
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11 「次へ」をクリックします。
CapturePerfectのインストールを行います。

12 CapturePerfectのインストールが完了します。

13 「完了」をクリックします。
続けて「ユーザーマニュアル」のインストールを実行します。

14 「次へ」をクリックします。
ユーザーマニュアルをインストールします。
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15 ユーザーマニュアルのインストールが完了します。

16 「完了」をクリックします。
インストール完了の画面になります。

17 「終了」をクリックしてセットアップを終了します。
「戻る」をクリックするとメニュー画面に戻ります。

18 ソフトウェアのセットアップが終了したら、本機をコンピュータに接続します。

（→ P.2-10 「2-4　コンピュータとの接続」）
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2-4　コンピュータとの接続

本機とコンピュータを接続する方法としてコンピュータに標準装備されているUSBポートを使用
する「USB接続」と、コンピュータの拡張スロットにSCSIカードを装着して使用する「SCSI
接続」の2つの接続方法があります。お使いのコンピュータの環境に合わせて接続方法を選択し
てください。

アース端子 

電源コネクタ 

USBコネクタ SCSIコネクタ（D-sub, ハーフピッチ50ピン） 

SCSI ID用ディップスイッチ 

注意
USBケーブルとSCSIケーブルは同時に接続しないでください。

USB接続で使用する場合

1 本機の電源スイッチがオフ状態になっていることを確認します。
電源スイッチがオン状態になっているときは、電源スイッチを押してオフ状態にします。

オフ状態 オン状態 

電源スイッチ 

2 付属の電源コードを本体背面の電源コネクタに差し込みます。①
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3 付属のアースコードをアース端子に接続します。②

4 電源プラグをコンセントに差し込みます。③

5 付属のUSBケーブルで本機とコンピュータを接続します。

Type B

Type A

プラグの　　 マークを下にして差し込みます 

SCSI接続で使用する場合

お願い

● SCSIケーブルで接続するときは、必ずコンピュータの電源をオフにしてください。コ
ンピュータの電源をオンにした状態でスキャナを接続すると、コンピュータがスキャナ
を正常に認識できない場合があります。

● SCSIケーブルは同梱されていません。スキャナとSCSIカードのコネクタの形状にあっ
たSCSIケーブルを用意してください。

● SCSI IDは、工場出荷時に「SCSI ID=2」に設定されています。他のSCSI機器とディ
ジーチェーン接続で使用する場合には、他のSCSI機器とSCSI IDが重複しないように
ディップスイッチを設定してください。

2
ON

1
SCSI ID 

2 
3 
4 
5

SW2 
OFF 
OFF 
ON 
ON

SW1 
OFF 
ON 
OFF 
ON

OFF

ディップスイッチ 

出荷時の状態　（SCSI ID=2） 

● 本機はターミネータを内蔵し、［ON］に固定されています。他のSCSI機器とディジー
チェーン接続で使用する場合には、必ず本機が終端になるように接続し、他のSCSI機
器のターミネータは全て［OFF］にしてください。
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1 Windowsをシャットダウンしてコンピュータの電源をオフにします。

2 本機の電源スイッチがオフ状態になっていることを確認します。
電源スイッチがオン状態になっているときは、電源スイッチを押してオフ状態にします。

オフ状態 オン状態 

電源スイッチ 

3 付属の電源コードを本体背面の電源コネクタに差し込みます。①

4 付属のアースコードをアース端子に接続します。②

5 電源プラグをコンセントに差し込みます。③

6 用意したSCSIケーブルで本機とコンピュータを接続します。
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2-5　電源のオン（スキャナの認識）

本機の電源をオンにしてコンピュータの電源をオンにすると、プラグアンドプレイ機能により
Windowsが本機を認識し、デバイスドライバのインストールを自動で行います。

お願い
● SCSIケーブルで接続している場合は、必ずスキャナ→コンピュータの順に電源をオン

にしてください。コンピュータの電源を先にオンにするとスキャナを正常に認識できな
い場合があります。

● 電源をオフし、再度電源をオンするときには10秒以上待ってから電源をオンにしてく
ださい。

● 長時間ご使用にならないときは安全のため必ず電源プラグをコンセントから抜いてくだ
さい。

スキャナの認識

スキャナの認識は、スキャナをコンピュータに初めて接続したときに実行されます。

1 本機とコンピュータの接続を確認します。

2 電源スイッチを押して本機の電源をオンにします。
電源ランプが緑色に点灯します。

オン 

電源スイッチ 

電源ランプ 

3 コンピュータの電源をオンにします。

4 Administrator権限のアカウントでWindowsにログオンします。

5 Windowsが新しいハードウェアとしてDR-4010Cを認識し、インストールを自動で行い
ます。

Windows2000の場合

WindowsXPの場合
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メモ
● WindowsXPの場合、インストールが完了するとバルーンヘルプにインストール完了の

メッセージが表示されます。

● Windows2000では、インストール完了のメッセージは表示されません。

● DR-4010Cは、デバイスマネージャの「イメージングデバイス」に［CANON DR-
4010C USB］（または、［CANON DR-4010C SCSI］）の名称で登録されます。
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3-1　原稿について

本スキャナは、名刺、小切手などの小さい原稿からA4サイズまでの原稿を読み取ることができま
す。また、ISO/JIS規格に準拠したサイズのカードの読み取りにも対応しています。
本スキャナで読み取ることのできる原稿のサイズは以下のとおりです。

 

 

 

 排紙方向 　(*1) Uターンパス ストレートパス 
 
幅  53 - 219 mm 53 - 219 mm 
 
長さ 70 - 356 mm (*2) 70 - 356 mm (*2) 
 
厚さ　(*3) 
 分離給紙の場合 52 - 128 g/m2 52 - 128 g/m2 
  (0.06 - 0.15 mm) (0.06 - 0.15 mm) 

 非分離給紙の場合 42 - 157 g/m2 42 - 546 g/m2 
  (0.05 - 0.20 mm) (0.05 - 0.66 mm) 
 
ISO/JIS規格準拠 読み取り不可 読み取り可（非分離給紙にて） 

カード  サイズ：53.9 x 85.5 mm 
   カード厚：0.76±0.08 mm 
   但し、エンボス無きこと 

 

*1： 排紙方法には、排紙トレイに排紙する「Uターンパス」と、スキャナの後方に排紙する「ス
トレートパス」があります。（→ P.3-3「3-2 給紙・排紙トレイの準備」）

排紙トレイ2

ストレートパス 

Uターンパス 

*2： スキャナ本体の設定を長尺モードに設定することにより、最大1,000mmまでの原稿をス
キャンすることができます。（→ P.3-29「長尺モード」）

*3： 給紙方法（分離給紙、非分離給紙）によってセットできる原稿の厚さが異なります。
（→ P.3-5「3-3原稿のセット」）

スキャンする原稿について、以下の注意をよくお読みください。

● 複数枚の原稿を一度に読み取るときは、原稿のサイズ、厚さ、紙質をそろえてください。異な
る条件の原稿を給紙すると、紙詰まりの原因になります。

● インクが乾いていない原稿は、ローラや読み取りガラスを汚し、画像にすじが入る原因になっ
たり、他の原稿を汚す原因になります。必ず乾かしてから読み取りを行ってください。

● 鉛筆などで書かれた原稿は、ローラや読み取りガラスを汚し、画像にすじが入る原因になった
り、他の原稿を汚す原因になります。このような原稿を読み取ったあとは、 スキャナの内部を
清掃してください。（→ P.4-2「読み取りガラスとローラの清掃」）

第3章 基本的な使用方法
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● 薄い原稿を読み取ったときに、裏面の文字等が画像に写り込むことがあります。このような時
は、読み取り条件の明るさを調整してください。

● 次のような原稿を読み取ろうとすると、紙詰まりや故障の原因になります。このような原稿を
読み取る時は、複写機でコピーしてから行ってください。

しわや折り目が入っている 

クリップやステイプルの針
が付いている 破れている 

カール（巻き付け）がある 

半透明の薄紙など極端に
薄い 

表面がコーティングされ
ている 

カーボン紙 

 

● 感圧紙の束をスキャンするときは、原稿をよくさばいてからスキャンしてください。

● 光沢のある原稿やカードの場合、光の反射により、正常にスキャンできなかったり、原稿サイ
ズ検知や斜行補正などの機能が正常に動作しない原因になりますのでご注意ください。

● ISO/JIS 規格に準拠したカードをスキャンする場合は、給紙方法を非分離給紙にし、ストレー
トパスで1枚ずつスキャンしてください。

注意
エンボスの付いたカードはスキャンできません。エンボスの付いたカードをスキャンした場
合、読み取りガラスにキズをつけることがありますので注意してください。
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3-2　給紙・排紙トレイの準備

原稿のサイズや排紙方法に応じて給紙トレイと排紙トレイを準備します。

給紙トレイの準備

給紙トレイは、紙トレイの中央を持ってゆっくりと開き、給紙トレイから原稿が落下するような
ときは、給紙補助トレイを引き出します。

給紙トレイ 

給紙補助トレイ 

注意
給紙トレイの上に原稿以外のものを載せないでください。本体から落下して思わぬけがをし
たり、本体が破損され、読み取り品質の低下につながります。

排紙トレイの準備

本機には原稿を排紙トレイに排紙するUターンパスと、原稿を背面に排紙するストレートパスの
2つの排紙方法があります。排紙方法の切り替えは排紙トレイ2の開閉により行ないます。必要
に応じて排紙方法を選択してください。

原稿の流れ 

排紙トレイ2

ストレートパス 

Uターンパス 排紙トレイ 
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排紙トレイガイド 

排紙トレイ2を開きます 

排紙トレイ2

排紙トレイ2を閉じ、排紙トレイガイドを開きます 

排紙トレイ2

ストレートパス 

Uターンパス 

メモ
● Uターンパスは、一般的な紙厚の原稿をスキャンするときに使用します。スキャンした

原稿は排紙トレイに排紙されます。

● ストレートパスは、厚紙や紙厚の薄い紙など、Uターンパスで正常に搬送できない原稿、
ISO/JIS 規格準拠カードの読み取りに使用します。スキャンした原稿はスキャナの後方
に排紙されます。

● 排紙トレイ2が開いているとUターンパスになりません。

● ストレートパスの場合、排紙された原稿の順番は、給紙したときの逆になります。

お願い
● ストレートパスの場合、スキャナの後方に原稿を排紙するスペースを十分確保してくだ

さい。排紙のためのスペースが不足している場合、原稿の破損や紙詰まりの原因になり
ます。

● 排紙トレイ2の開閉は、スキャン開始前に行なってください。スキャン中に排紙トレイ
2の開閉を行なった場合、紙詰まりの原因になります。

● Uターンパスで使用するときは排紙トレイガイドを必ず開いてください。排紙トレイガ
イドが開いていないと排紙された原稿がトレイから飛び出して紙詰まりの原因になりま
す。
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3-3 原稿のセット

原稿の給紙方法として、セットされた原稿の束を1枚ずつ分離しながら連続給紙する「分離給紙」
と、原稿を1枚ずつ手差しで給紙および、複数枚綴りの伝票を綴じたまま読み取ることのできる
「非分離給紙」があります。給紙方法は、給紙切替レバーにより切り替えます。

お願い
● 原稿をセットする前に、クリップやステイプルの針などが紛れ込んでいないか必ず確認

してください。万一これらが紛れ込んでいると、大事な原稿が破れたり、紙詰まりを起
こしたり、あるいは本機の故障の原因になります。

● 本機を操作するときは、ゆったりとした服装を避け、装飾品など動作中の本機に引っ掛
かりそうなものを身につけないでください。本機に巻き込まれてけがの原因になること
があります。特にネクタイや長い髪などはご注意ください。万一巻き込まれた場合は、
直ちに電源プラグを本体から抜いて機械を停止してください。

● 原稿の先端がカールしていると原稿が折れたり紙詰まりの原因になります。カールが大
きい場合にはカールを矯正してからスキャナにセットしてください。

● 紙厚の薄い原稿を分離給紙で連続スキャンした場合、原稿にしわが寄ったり、原稿が折
れて紙詰まりの原因になることがあります。このようなときは、非分離給紙でスキャン
してください。

分離給紙の手順

1 給紙切替レバーを下側（ ）にします。

2 セットする原稿をよくさばき、原稿の端を揃えます。



第3章　　基本的な使用方法

3 - 6

注意
■ スキャナ本体の上で原稿をそろえないでください。故障の原因になります。

■ 原稿をセットするときは慎重に扱ってください。紙の端で手を切るなど思わぬけがをす
ることがあります。

3 原稿ガイドの位置を読み取る原稿の幅より広くします。

4 原稿のおもての面を上にし、ストッパに当たるようにセットします。

お願い
原稿ガイドには積載制限マーク( )があります。このマーク（一般的なコピー用紙：80g/
m2の用紙で約100枚の厚さ）以上に原稿をセットしないでください。紙詰まりの原因に
なります。
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5 原稿ガイドを原稿の幅に合わせて調整します。

メモ
スキャンを始める前に、原稿が正しくセットされていることを確認してください。原稿が丸
まっていたり折れている状態でスキャンを行うと原稿が破損することがあります。

6 アプリケーションソフトウェアで、スキャンを開始します。

お願い
● 読み取り中に、システムエラーまたは紙詰まりによって給紙が停止した場合は、処理を

したあと、給紙している原稿の最後のページが正しく記録されていることを確認してか
ら読み込み作業を続けてください。

● 紙厚の薄い原稿は、まれに排紙トレイから落下することがありますのでご注意ください。

● 読み取りが終了し、スキャナを使用しないときは、機械の損傷を防ぐために給紙トレイ
や排紙トレイガイドを閉じてください。

非分離給紙の手順

1 給紙切替レバーを上側（ ）にします。
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2 給紙トレイに原稿を1枚置いて、原稿ガイドの位置を調整します。

3 アプリケーションソフトウェアで、スキャンを開始します。

4 原稿を1枚給紙口に押し当てます。原稿が搬送され読み取りが行われます。

お願い
● 複数枚綴りの伝票などをセットするときは、綴じてある側を先端にしてセットしてくだ

さい。

● 非分離給紙で綴じられていない複数枚の原稿を一度にセットすると、まとめて搬送され
ますので注意してください。

● 特に薄い原稿やカールした原稿を手差し給紙するとき、うまく給紙されないことがあり
ます。そのようなときは原稿の先端を手で軽く押さえながらセットするようにしてくだ
さい。その際、ローラユニットの下に手を入れないように注意してください。

● 読み取りが終了し、スキャナを使用しないときは、機械の損傷を防ぐために給紙トレイ
や排紙トレイガイドを閉じてください。

ローラユニット
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3-4　ジョブ機能

DR-4010Cのスキャン方法には、アプリケーションからスキャンを行なう他に、アプリケーショ
ンを起動しないで操作パネルのボタンの操作だけでスキャンを行なうことができるジョブ機能が
あります。
本項では、「ジョブ機能」の概略とスキャンの手順について説明します。

ジョブ機能について

ジョブ機能は、スキャナ本体のジョブボタンに任意の機能を割り当てて使用するためのもので、
ジョブボタンにスキャンを実行するためのジョブを割り当てることができます。この場合、アプ
リケーションを使用することなくジョブボタンを押すだけでスキャンを実行することができます。
スキャンされた画像データは、ジョブにあらかじめ設定された条件で自動的に処理されます。
ジョブ機能にはスキャンを実行するための以下の4つの機能と、アプリケーションが使用するス
タート、ストップボタンとしての機能があります。これらの機能はジョブ登録ツールにより任意
のジョブボタンに割り当てて使用します。（ → P.3-10「ジョブ登録ツールについて」）

 

DR-4010C

（ネットワーク） 

印刷 

メール添付 

スキャンした画像を指定
したプリンタで印刷 

スキャンした画像を指定したフォルダ
へ保存 

電子メールソフトを起動してスキャ
ンした画像を新規メールに添付 

アプリケーション起動 

指定したアプリケーションの起動 

ジョブボタン 

ファイル保存 

メモ
アプリケーション起動を使用するときは、使用する前にWindows のイベントの設定が必

要です。（ → P.3-12「アプリケーション起動について」）
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ジョブ登録ツールについて

ジョブ登録ツールは、ISIS/TWAINドライバと一緒にインストールされるTWAIN互換アプリ
ケーションソフトウェアで、ジョブボタンへの機能の割り当てを行ないます。

ジョブボタンの設定 

　　　
ジョブボタン 

ジョブ登録ツールの設定については、第 8章「ジョブ登録ツールの設定」および、ジョブ登録
ツールのヘルプを参照してください。

メモ
● ジョブボタンには、あらかじめ以下のジョブが割り当てられています。

① スタート：アプリケーションの設定によってスキャンを開始します。

② ストップ：スキャンを終了します。

③ ファイル保存：スキャンした画像をMy Pictures フォルダにPDF形式で保存しま
す。

● ジョブボタン全部にスキャンをするためのジョブを割り当てることも可能です。この場
合のスタート/ストップの操作は、スキャンパネルのボタンで行います。（→ P.3-22
「スキャンパネルについて」）

● ジョブ登録ツールで登録した内容は、同梱のジョブラベルに記入して本体に貼り付けて
ください。

ジョブラベル
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ジョブ機能によるスキャンの実行

ジョブ機能によるスキャンは以下の手順で行います。

1 原稿をセットします。（→ P.3-5「3-3 原稿のセット」）

2 ジョブボタン③を押してジョブを実行します。
DR-4010Cモニターが表示され、スキャンを実行します。

3 原稿が無くなったら指定された条件で画像データを送信します。
DR-4010Cモニターに「送信完了」が表示されます。

4 ［閉じる］をクリックしてDR-4010Cモニターを閉じます。

メモ
● セットアップ時の初期設定では、ジョブボタン③に「ファイル保存」が割り当てられて

います。

● スキャンした画像ファイルは、「マイドキュメント」の中にある「My Pictures」フォル
ダに、スキャンした日時をあらわす17桁のファイル名がついたPDF形式のファイルで
保存されます。



第3章　　基本的な使用方法

3 - 12

アプリケーション起動について

「アプリケーション起動」を使用する場合、ジョブ機能 を使用する前に以下のイベントの設定を変
更し、ジョブボタンごとに起動させるアプリケーションを1つ指定する必要があります。

メモ
● DR-4010Cをセットアップした直後の初期状態では、イベント機能に対応したすべて

のアプリケーションが有効になっています。そのため、イベントの設定を変更しないで
「アプリケーション起動」を実行したときに以下のダイアログボックスが表示されます。

このダイアログボックスが表示されたときは、アプリケーションを選択して起動させる
か、［キャンセル］をクリックしてイベントの設定を変更してください。

●「アプリケーション起動」によって起動できるアプリケーションは、Windowsのイベン
ト機能に対応したアプリケーションのみです。

● アプリケーションによっては「アプリケーション起動」で正常に動作しない場合があり
ます。

イベントの設定

イベントの設定は以下の手順で設定を変更してください。

1 「イベント」の設定ダイアログボックスを以下の手順で開きます。

1. [スタート]ボタンをクリックし、[設定]-[コントロールパネル]をクリックしてコントロールパ
ネルを開きます。（WindowsXPの場合、[スタート]ボタンをクリックし、[コントロールパネ
ル]をクリックします。
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2. WindowsXPの場合、コントロールパネルをクラシック表示に切り替えます。または、作
業する分野で「プリンタとその他のハードウェア」を選択してください。

プリンタとその他のハードウェア コントロールパネル（カテゴリ表示） 

コントロールパネル（クラシック表示） 

3.「スキャナとカメラ」をクリックします。

4. [CANON DR-4010C USB］（または、［CANON DR-4010C SCSI］）を選択し、［プロ
パティ］をクリックします。
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[CANON DR-4010C USBのプロパティ］（または、［CANON DR-4010C SCSIのプ
ロパティ］）が表示されます。

5. [イベント］タブをクリックします。

2 「スキャナイベント」で設定を変更するジョブボタン（Button No. 1, Button No. 2,
Button No. 3）を選択します。
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3 初期状態では「次のアプリケーションに送る」に表示されているすべてのアプリケーション
がチェックされています。「アプリケーション起動」で起動させるアプリケーションを1つ
選択し、その他のアプリケーションのチェックをすべて外してから［適用］をクリックしま
す。

 お願い
[デバイスのイベントを実行しない]をチェックするとジョブ機能が使用できなくなります。
このチェックボックスはチェックしないでください。

4 ［OK］をクリックして「スキャナとカメラのプロパティ」を閉じます。

5 イベント機能の設定変更を有効にするためにWindowsを再起動させます。
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3-5　CapturePerfect 3.0

本項では、DR-4010Cに同梱されている「CapturePerfect 3.0」の概略と基本的なスキャンの
手順について説明します。
CapturePerfect 3.0の詳細については、「CapturePerfect 3.0操作ガイド」および、
CapturePerfect 3.0のヘルプに記載されています。CapturePerfect 3.0をお使いになる前に
CapturePerfect 3.0操作ガイドまたは、ヘルプを参照してください。

CapturePerfect 3.0について

CapturePerfectは、キヤノンドキュメントスキャナ用に開発された ISIS互換アプリケーション
ソフトウェアです。
CapturePerfect 3.0には、以下のスキャン方法があり、スキャンメニューからスキャン方法を
選択してスキャンを行ないます。

● スキャンバッチファイル

設定した読み取り条件でスキャンを行ない、指定したフォルダに画像ファイルを保存します。

● スキャンバッチプリント

設定した読み取り条件でスキャンを行ない、指定したプリンタでスキャンした画像を印刷しま
す。

● スキャンバッチメール

設定した読み取り条件でスキャンを行ない、電子メールソフトを起動させて、スキャンした画
像を新規メールに添付します。

 

スキャンバッチファイル 

DR-4010C

（ネットワーク） 

スキャンバッチプリント 

スキャンバッチメール 

スキャンした画像を指定
したプリンタで印刷 

スキャンした画像を指定したフォルダ
へ保存 

電子メールソフトを起動してスキャ
ンした画像を新規メールに添付 
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● スキャン1ページ

原稿を1枚スキャンして終了します。

● スキャンジョブ

読み取り条件とスキャン方法（スキャンバッチファイル、スキャンバッチプリント、スキャン
バッチメール）をあらかじめジョブとして登録しておき、ジョブスキャンの実行は、ツール
バーでジョブを選択（①）→スキャンジョブの実行（②）の2つの操作で行ないます。

メモ
スキャンジョブには、あらかじめ以下の2つのジョブが登録されています。

・ カラー文書

原稿を24ビットカラー、片面300dpiでスキャンし、画像ファイルをマイドキュメン
トの中にある［My Pictures］フォルダにPDF形式で保存します。

・ 白黒文書

原稿を白黒、片面200dpiでスキャンし、画像ファイルをマイドキュメントの中にある
［My Pictures］フォルダにPDF形式で保存します。

● スキャンバッチプレゼンモード

プレゼンテーションの会場など、大型ディスプレイやプロジェクタが接続された環境で使用す
る場合に有効なモードで、CapturePerfect 3.0を全画面表示に切り替えてスキャンを行な
い、スキャンした画像をディスプレイに全画面表示します。

スキャンした画像をスクリーンに投影 
プロジェクター 

DR-4010C
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CapturePerfect 3.0の操作手順

ここでは、CapturePerfectの起動からスキャナの選択までの手順と、「スキャンバッチファイ
ル」によるスキャンまでの手順について説明します。
詳細については、CapturePerfect操作ガイドまたは、ヘルプを参照してください。

1 [スタート]ボタンをクリックし、[プログラム]（Windows XPの場合は[すべてのプログラ

ム]）-[CapturePerfect3.0]-[CapturePerfect3.0]をクリックします。

CapturePerfectが起動します。

2 使用するスキャナとしてDR-4010Cを以下の手順で選択します。

1.［スキャン］メニューから[スキャナ選択]をクリックします。



第3章　　基本的な使用方法

3 - 19

2. [Canon DR-4010C]を選択し、[OK]をクリックします。

メモ
[Canon DR-4010C] が表示されないときは、ISIS/TWAIN ドライバのインストールを
やり直してください。（→ P.2-4「2-3 ソフトウェアのインストール」）

3. 用紙サイズの初期サイズを設定します。

メモ
このダイアログボックスは、[Canon DR-4010C] を初めて選択して[OK]をクリックし
た時、または「スキャナの選択」画面で［設定］をクリックすると表示されます。

3 ［スキャン］メニューから[スキャナ設定]をクリックします。

ISISドライバの設定ダイアログボックスが開きます。

4 読み取り条件を設定します。

読み取り条件の設定については、第 7章「ISIS/TWAIN ドライバの設定」を参照してくだ
さい。
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5 原稿をセットします。（→ P.3-5「3-3 原稿のセット」）

6 ［スキャン］メニューから［スキャンバッチファイル］を選択します。

ここでは、スキャンバッチファイルの操作手順について説明します。他のスキャン方法につ
いては、CapturePerfect操作ガイドまたは、ヘルプを参照してください。

スキャンバッチファイル設定ダイアログボックスが開きます。

7 保存するファイル名、ファイル形式を指定し、［保存］をクリックしてスキャンを開始しま
す。
スキャンバッチファイル設定ダイアログボックスの設定については、「CapturePerfect操
作ガイド」または、ヘルプを参照してください。

メモ
読み取り条件の設定で、給紙オプションが［パネルで給紙］または、［自動給紙］になっ
ていると、スキャンを開始したときにスキャンパネルが表示されます。（→ P.3-22「ス
キャンパネルについて」）
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8 セットした原稿がなくなるとスキャンが中断します。スキャナ設定の給紙オプションの設定
に合わせてスキャンを再開/終了します。

● 給紙オプションの設定が［標準給紙］の場合

継続ダイアログボックスが表示されます。次の原稿をセットし［スキャン継続］をク
リックしてスキャンを再開します。または、［スキャンストップ］をクリックしてスキャ
ンを終了します。

● 給紙オプションの設定が［自動給紙］の場合

次の原稿をセットします。スキャナが原稿を検知してスキャンを再開します。または、
ジョブボタン②（ストップ）を押してスキャンを終了します。

● 給紙オプションの設定が［パネルで給紙］の場合

次の原稿をセットし、ジョブボタン①（スタート）でスキャンを再開します。または、
ジョブボタン②（ストップ）を押してスキャンを終了します。

ジョブボタン 

9 スキャンが終了したら、[ファイル]メニューから[アプリケーションの終了]を選択し、
CapturePerfectを終了させます。
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スキャンパネルについて

スキャンパネルは、ISIS/TWAINドライバと一緒にインストールされるアプリケーションで、
DR-4010Cドライバが起動したときにタスクトレイに常駐します。
読み取り条件の設定で、「給紙オプション」が［パネルで給紙］または、［自動給紙］になってい
ると、スキャンを開始したときにスキャンパネルが表示されます。

スキャンパネルの機能

スキャンパネルには、以下の機能があります。

① スタートボタン
給紙オプションの設定が［パネルで給紙］のとき、スキャンを開始します。

② ストップボタン
スキャンを中止します。

③ ジョブ表示
ジョブボタンにスタートボタン、ストップボタンの機能が割り当てられているときに［スター
ト］、［ストップ］を表示します。

ジョブが何も表示されていない場合、ジョブボタンにスタートボタン、ストップボタンの機能
が割り当てられていません。このようなときは、スキャンパネルのスタートボタン、ストップ
ボタンを使用してスキャンを行います。

④ バッチ区切りボタン
このボタンは、「その他」タブのバッチ区切りの設定で［パネル］を選択 → アプリケーション
でバッチ区切りを有効にしてスキャンを開始 → セットした原稿がなくなってスキャンが停止
するとボタンが有効になります。

このボタンをクリックするとボタンが押下状態になり、この状態でスキャンを継続するとバッ
チが区切られ、セットした原稿がなくなってスキャンが停止するとボタンが元に戻ります。
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3-6　パッチコードシートの利用

DR-4010C ISISドライバおよびCapturePerfect3.0は、パッチコードシートによる自動ファ
イル区切り（バッチ区切り）機能に対応しています。
パッチコードシートは、ファイルを自動区切りするためのパッチコードパターンが印刷された
シートです。スキャン中にスキャナがパッチコードシートを認識すると、パッチコードシートま
たはパッチコードシートの次の原稿の画像から、ファイルを自動で区切ります。

メモ
● TWAINドライバはバッチ区切りに対応していません。

● パッチコードシートはお使いの ISIS互換アプリケーションがパッチコードパターンによ
るファイル区切りをサポートしている場合にのみ有効です。

● マルチストリーム機能を使用する場合、パッチコードシートは使用できません。
（→ P.3-33「マルチストリーム機能」）

パッチコードシートについて

パッチコードシートは、PDF(Portable Document Format)形式のデータで、用紙サイズとパ
ターンの組み合わせにより、[PATCH Ⅱ（A4）], [PATCH Ⅱ（LTR）], [PATCH T（A4）],
[PATCH T（LTR）]の4種類用意されてます。
Windowsのスタートボタンをクリックし、［プログラム］-［Canon DR-4010C］-［PATCH
X(XX)］を開き、プリンタで印刷したものを使用します。

メモ
● パッチコードシートを開く場合には、同梱のCaptuerPerfectまたはPDF(Portable

Document Format)形式のファイルに関連付けされたアプリケーションが必要です。

● パッチコードシートを印刷するときは、必ず等倍で印刷します。拡大、縮小した場合、
パッチコードシートとして正常に認識できない場合があります。
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パッチコードパターンの機能

パッチコードには2種類のパターンがあり、パターンによってその働きが異なります。

■  PATCH T (FILE A)

このパッチコードが印刷されたシートを認識したときは、このシート
の次の原稿からファイル区切りを行います。このシートの画像は、ア
プリケーションによって保存する/しないを設定します。

■  PATCH Ⅱ(FILE B)

このパッチコードが印刷されたシートを認識したときは、このシート
からファイル区切りを行います。このシートの画像は、アプリケー
ションの設定にかかわらず、必ず保存されます。

パッチコードシートの使い方

1 パッチコードシートをプリンタで印刷します。このとき、パッチコードシートのデータと同

じサイズの用紙に等倍で印刷してください。

メモ
● [PATCH Ⅱ（A4）], [PATCH T（A4）]は、A4サイズの用紙に印刷

● [PATCH Ⅱ（LTR）], [PATCH T（LTR）]は、レターサイズの用紙に印刷

お願い
パッチコードパターンをコピーして別のサイズのパッチコードシートを作るときは、以下に
注意してください。

● パッチコードは、以下の有効範囲に入るように調整してください。

単位： mm

5

94

5

5

パッチコード 

（パッチコード検知の有効範囲） 

● パッチコードパターンをコピーするときは、コピーしたものがオリジナルのパターンと
同サイズ、同濃度となるようにしてください。コピーの濃度が薄すぎるまたは濃すぎる
と正しく読み取れないことがあります。



第3章　　基本的な使用方法

3 - 25

2 パッチコードシートをファイルを区切る原稿の前に挿入してからスキャナにセットします。

パッチコードシートをファイル 
区切りを変更する原稿の先頭に 
入れてセットします。 

3 ISISIドライバの「その他」タブにあるバッチ区切りの設定を［パッチコード］にします。

4 アプリケーションでバッチ区切りを有効にしてスキャンを実行します。

メモ
CapturePerfect の場合、「バッチ区切りタイプ」の設定で［記録して、スキャン継続］ま
たは［記録せず、スキャン継続］を選択します。

●［記録して、スキャン継続］は、パッチコードシートの画像も保存してスキャンを継続し
ます。

●［記録せず、スキャン継続］は、PATCH T (FILE A) のパターンを検知したときに、パッ
チコードシートの画像を保存しないでスキャンを継続します。

お願い
パッチコードシートは汚さないように注意してください。特にパターンを検知する有効範囲
内を汚さないようにしてください。また、折り曲げたり、しわにならないようにしてくださ
い。正しく読み取ることができなくなります。
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3-7　紙詰まりの処理

スキャン中に紙詰まりが発生したら、以下の手順に従って紙づまりの処理を行なってください。

注意
詰まった紙を取り除くときは慎重に行ってください。紙の端で手を切るなど、思わぬけがを
することがあります。

1 排紙トレイに残っている原稿を取り除き、排紙トレイガイドを閉じます。

2 詰った原稿が取り除けるところまで、上部ユニットをゆっくりと開きます。

お願い
上部ユニットを開くとき、中央部のローラユニットは持たないでください。ローラの変形や
搬送エラーの原因になります。

3 詰まった原稿を取り除きます。

■ 給紙部で紙詰まりが起こった場合
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■ 排紙部で紙詰まりが起こった場合

お願い
原稿は無理に引っ張らず慎重に取り除いて下さい。万一原稿が破れてしまった場合は、残り
の紙片も必ず取り除いてください。

4 上部ユニットを静かに閉じます。そして、上部ユニットの両端を両手で押し、カチッと音が

して確実に閉じたことを確認してください。

お願い
上部ユニットを無理に閉じないでください。本体の故障の原因になります。

メモ
● 紙詰まりの処理が終わったら、最後に記録された画像を確認し、作業を続けてください。

● ISIS/TWAINドライバの設定で「継続モード」を有効にすると、紙詰まりを起こした原
稿の画像を保存しないで中断します。そのため、紙詰まりの処理が終わったら、紙詰ま
りを起こした原稿からスキャンを継続することができます。
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3-8　その他の機能

本スキャナには、その他に以下の機能があります。
● 半折りスキャン
A4サイズの原稿より大きい原稿（最大A3サイズ）を半折りにしてスキャンします。

● 重送検知機能
原稿が重なって搬送されたことを検知して搬送を停止します。

● 長尺モード
1,000mmまでの長さの原稿をスキャンします。

● マルチストリーム機能
1回のスキャンで、2種類の画像を出力します。

半折りスキャン

給紙口にセットできないA4サイズの原稿より大きい原稿（最大A3サイズ）をスキャンする方法
として「半折りスキャン」をサポートしています。半折りスキャンでは、半折りにした原稿の両
面をスキャンし、表裏の画像を1つの画像に合成します。

（表） （裏） 

（合成画像） 

● 半折りスキャンは、読み取り条件の「読み取り面」の設定で［半折り］を選択してスキャンし
ます。詳細については、第 7章「ISIS/TWAIN ドライバの設定」を参照してください。

● おもて面の画像が、合成された画像の左半分になります。

● 合成される画像は最大A3サイズの画像です。非定形サイズの原稿を半折りスキャンする場合
には、用紙サイズを［自動検知］にしてください。

お願い
● 原稿を折るときは、原稿の左右の端を揃えて、折り目をしっかり付けてください。原稿

の折り方によっては紙詰まりや画像のズレの原因になります。

● 折り目の部分はスキャンされません。折り目に文字や写真などがある原稿をスキャンす
るときは注意してください。

● 半折りスキャンは手差し給紙で行います。原稿は1枚ずつセットしてください。

● 原稿ガイドは原稿の幅に合わせてください。原稿ガイドの位置が広くなっていると斜行、
画像のズレの原因になります。
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重送検知機能

本スキャナは、連続してスキャンする際に、原稿が重なって搬送されてしまったこと（重送）を
自動的に検知する「重送検知機能」を備えています。重送検知には以下の2つの方法があり、
ISIS/TWAINドライバの設定により検知方法を選択します。

● 原稿の長さで重送を検知

サイズの同じ原稿の束をスキャンする際に有効な検知方法で、1枚目の原稿の長さを基準とし、
基準の長さより50mm以上長い、または短い原稿を検知した時に重送と判断し、搬送を停止
させます。

● 超音波で重送を検知

サイズの異なる原稿の束をスキャンする際に有効な検知方法で、重なって搬送された原稿と原
稿の隙間を超音波で検知した時に重送と判断し、搬送を停止させます。

メモ
● 超音波による重送検知は、原稿の重なりが50mm以上ある場合に有効です。

● 静電気などにより原稿が密着しているようなときは、超音波による重送検知が正常に検
知できない場合があります。

長尺モード

本機でスキャンすることのできる原稿の長さは通常で356mmで、コントロールパネルにある
「スキャナとカメラ」からDR-4010Cのプロパティを開き、用紙サイズの設定の設定を長尺モー
ドに変更することにより、最大1,000mmまでの原稿をスキャンすることができます。
（→ P.3-30「長尺モードの設定」）

お願い
長尺モードに設定すると、ISIS/TWAIN ドライバの用紙サイズの［自動検知］の設定で
1,000mmまでの長さの原稿を検知してスキャンすることができます。長尺モードを使用
する場合、以下の点について注意してください。

● 読み取りモードによっては1,000mmまでスキャンすることができない場合がありま
す。

● 長尺モードでスキャンする場合、処理速度が遅くなる場合があります。

● 長尺原稿をスキャンする場合、原稿が傾いてセットされるとスキャナの給紙部の両端に
当たり原稿を破損する場合があります。原稿の傾きには充分注意してください。
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● 長尺モードを使用する場合、紙詰まりの検知が遅れ原稿を破損する場合があります。紙
詰まりには充分注意してください。

● 長尺原稿のスキャンは、必ず非分離給紙で1枚ずつスキャンしてください。

長尺モードの設定

長尺モードは、以下の手順で設定してください。

1 Canon DR-4010C USB（または、Canon DR-4010C SCSI）のプロパティを以下の

手順で開きます。

1. [スタート]ボタンをクリックし、[設定]-[コントロールパネル]をクリックしてコントロールパ
ネルを開きます。（WindowsXPの場合、[スタート]ボタンをクリックし、[コントロールパネ
ル]をクリックします。

2. WindowsXPの場合、コントロールパネルをクラシック表示に切り替えます。または、作
業する分野で「プリンタとその他のハードウェア」を選択してください。

プリンタとその他のハードウェア コントロールパネル（カテゴリ表示） 

コントロールパネル（クラシック表示） 
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3.「スキャナとカメラ」をクリックします。

4.［CANON DR-4010C USB］（または、［CANON DR-4010C SCSI］）を選択し、［プロ
パティ］をクリックします。

[CANON DR-4010C USBのプロパティ］（または、［CANON DR-4010C SCSIのプ
ロパティ］）が表示されます。
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2 [メンテナンス］タブをクリックします。

3 ［長尺モード(1000mm)］をチェックします。

4 ［適用］をクリックしてスキャナの設定を変更します。

5 ［OK］をクリックして「スキャナとカメラのプロパティ」を閉じます。

6 スキャナの電源を入れ直してください。

お願い
SCSI 接続で使用している場合、コンピュータの電源を切ってからスキャナの電源を入れ直
してください。
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マルチストリーム機能

マルチストリーム機能は、お使いのアプリケーションがマルチストリーム機能に対応している場
合に有効で、1回のスキャンで、スキャン条件の異なる2種類の画像（プライマリ画像、セカン
ダリ画像）を同時に出力することができます。
本機に同梱されているCapturePerfectはマルチストリーム機能に対応しており、以下の設定が
可能です。

● イメージ形式（モード）、解像度、ドロップアウトの設定をプライマリ、セカンダリ画像およ
び、表面、裏面、でそれぞれ設定することができます。

● プライマリ画像、セカンダリ画像でファイル形式を変更することができます。ただし、表面、
裏面でファイル形式を変更することはできません。

メモ
● マルチストリーム機能では、「裏写り/地色除去」、「プレスキャン」、「パッチコードシー

トによるバッチ区切り」、は使用できません。

● スキャナ設定の読み取りモードで「カラー白黒検知」を選択した場合、マルチストリー
ムは使用できなくなります。
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4-1　日常のお手入れ

読み取り品質を維持するために、以下のような日常の清掃を行ってください。

注意
■ 本体および内部の清掃を行なうときは、安全のため、必ず電源スイッチを切り、電源

コードをコンセントから抜いてから清掃を行ってください。

■ 清掃の際、スプレー容器は使用しないでください。精密機器が濡れて破損する恐れがあ
ります。

■ シンナーやアルコールなどの有機溶剤はけっして使用しないでください。外装が変形、
変色したり溶解する恐れがあります。また、火災や感電の原因になることもあります。

本体の清掃

本体表面は、水を染み込ませ固くしぼった布で汚れを落としたあと、きれいな乾いた布で拭きま
す。

搬送路の清掃

給紙口や本体内部の搬送路にほこりや紙粉がたまると、スキャンした画像にすじが入る原因にな
ります。給紙口や本体内部にたまったほこりや紙粉はブロアなどを使って定期的に取り除いてく
ださい。また、大量の原稿をスキャンしたときなどは、スキャナの電源を切った後に紙粉の除去
を行なってください。

第4章 メンテナンス
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読み取りガラスとローラの清掃

スキャンした画像にすじが入ったり、スキャンした原稿が汚れていたりする場合には、本体内部
にある読み取りガラスやローラが汚れている可能性があります。定期的に清掃してください。

1 上部ユニットを止まるところまでゆっくりと開きます。

お願い
上部ユニットを開くとき、中央部のローラユニットは持たないでください。ローラの変形や
搬送エラーの原因になります。

メモ
読み取りガラス、各ローラは以下の位置にあります。

ローラユニット 

リタードローラ 

読み取りガラス 

ローラ 

2 ブロアなどを使って、本体内部にたまったほこりや 紙粉を取り除きます。
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3 きれいな乾いた布で読み取りガラスの汚れを拭き取ります。
読み取りガラスは上下に2つあります、両方ともきれいに拭いてください。

お願い
読み取りガラスにキズがあるとスキャンした画像にすじが入ったり、搬送エラーの原因にな
ります。読み取りガラスにキズがあるようなときは、お買い求めの販売店または、担当サー
ビスに連絡し、読み取りガラスを交換してください。

4 上部ユニットのローラは、ローラを回転させながら、水を含ませて固くしぼった布で汚れを
拭きとります。
下側のローラは無理に回転させないで、見えている部分の汚れのみを拭き取ってください。

お願い
● ローラの清掃には、中性洗剤を使用しないでください。ローラに洗剤が残り搬送エラー

の原因になります。

● 下側のローラは無理に回転させないで、見えている部分の汚れのみを拭き取ってくださ
い。ローラを無理に回転されると、搬送エラーの原因になることがあります。

5 ローラユニット、リタードローラを取り外します。

「ローラユニットの取り外し」→ P.4-9

「リタードユニットの取り外し」→ P.4-11

見えている部分を清掃

回転させながら清掃
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6 水を含ませて固くしぼった布で、取り外したローラの汚れを拭きとります。

7 取り外したローラユニットを取り付けます。

「ローラユニットの取り付け」→ P.4-10

「リタードユニットの取り付け」）→ P.4-12

8 上部ユニットを静かに閉じます。そして、上部ユニットの両端を両手で押し、カチッと音が
して確実に閉じたことを確認してください。

お願い
上部ユニットを無理に閉じないでください。本体の故障の原因になります。
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4-2　ローラの取り外し/取り付け

ローラユニット、リタードローラの清掃および交換の際は、それぞれの手順に従ってローラの取
り外し、取り付けを行ってください。

お願い
搬送ローラは消耗品です。ローラが磨耗してくると紙詰まりや原稿が正しく給紙されないな
どの不具合が起きやすくなります。このようなときは、交換用ローラキットをお買い求めの
上、ローラユニット、リタードローラの交換を行ってください。

注意
ローラの取り外し、取り付けを行うときは、無理な力を加えないでください。破損の原因に
なります。

ローラの交換時期

使用中のローラの搬送枚数が25万枚を超えた場合、コンピュータを再起動したときにローラ交換
のメッセージが表示されます。交換ローラキットをお買い求めになり、ローラユニット、リター
ドローラの交換を行ってください。

お願い
● メッセージが表示される前でも、搬送の不具合が起きやすくなってきたらローラの磨耗

を確認の上、ローラを交換してください。

● ローラを交換したときは、カウンタを必ずリセットしてください。（→ P.4-6「カウンタ
のリセット」）

● 交換ローラキット（ローラユニット、リタードローラ）についてはお買い求めの販売店
または担当サービスにお問い合わせください。
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カウンタのリセット

搬送ローラを交換後、以下の手順でカウンタをリセットしてください。

1 「イベント」の設定ダイアログボックスを以下の手順で開きます。

1. [スタート]ボタンをクリックし、[設定]-[コントロールパネル]をクリックしてコントロールパ
ネルを開きます。（WindowsXPの場合、[スタート]ボタンをクリックし、[コントロールパネ
ル]をクリックします。

2. WindowsXPの場合、コントロールパネルをクラシック表示に切り替えます。または、作
業する分野で「プリンタとその他のハードウェア」を選択してください。

プリンタとその他のハードウェア コントロールパネル（カテゴリ表示） 

コントロールパネル（クラシック表示） 
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3. 「スキャナとカメラ」をクリックします。

4. [CANON DR-4010C USB］（または、［CANON DR-4010C SCSI］）を選択し、［プロ
パティ］をクリックします。

[CANON DR-4010C USBのプロパティ］（または、［CANON DR-4010C SCSIのプ
ロパティ］）が表示されます。
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2 [メンテナンス］タブをクリックします。

3 ［リセット］ボタンをクリックし、「使用中のローラー」のカウンタが0にリセットされた
ことを確認します。
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ローラユニットの取り外し/取り付け

ローラユニットの取り外し、取り付けは、以下の手順に従って行ってください。

注意
ローラユニットの取り外し、取り付けを行うときは、無理な力を加えないでください。破損
の原因になります。

ローラユニットの取り外し

1 上部ユニットを止まるところまでゆっくりと開きます。

お願い
上部ユニットを開くとき、中央部のローラユニットは持たないでください。ローラの変形や
搬送エラーの原因になります。

2 ローラ固定レバーを手前に倒します。

3 ローラユニットを手で保持し、固定レバーを右方向へスライドさせます。



第4章　　メンテナンス

4 - 10

4 ローラユニットを右に動かし①、取り外します（②）。

ローラユニットの取り付け

1 ローラユニットの切り欠きを本体の軸のピンに合わせてセットします。

メモ
切り欠きとピンの向きが合わないときは、ローラを回して切り欠きをピンの向きに合わせま
す。

2 ローラ固定レバーを左にスライドさせ、ローラユニットを上に上げます。

3 ローラ固定レバーを起こしてローラユニットを固定します。
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4 上部ユニットを静かに閉じます。そして、上部ユニットの両端を両手で押し、カチッと音が
して確実に閉じたことを確認してください。

お願い
上部ユニットを無理に閉じないでください。本体の故障の原因になります。

リタードローラの取り外し/取り付け

リタードローラの取り外し、取り付けは、以下の手順に従って行ってください。

注意
リタードローラの取り外し、取り付けを行うときは、無理な力を加えないでください。破損
の原因になります。

リタードローラの取り外し

1 上部ユニットを静かに止まるところまで開きます。

お願い
上部ユニットを開くとき、中央部のローラユニットは持たないでください。ローラの変形や
搬送エラーの原因になります。
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2 ローラカバーの両側の溝に、両手の指を掛けてローラカバーを取り外します。

3 ローラ固定レバーを起こし（①）、右方向へスライドさせます（②）。

4 リタードローラを右に寄せて、取り外します。

リタードローラの取り付け

1 リタードローラをセットし、ローラの切り欠き部を本体の軸に合わせます。
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2 ローラ固定レバーを左にスライドさせ、リタードローラの穴にはめ込みます。

3 ローラ固定レバーを奥に倒してリタードローラを固定します。

4 ローラカバーをセットします。

5 ローラカバーの中央を押し込み、カチッと音がしてロックされたことを確認してください。
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6 上部ユニットを静かに閉じます。そして、上部ユニットの両端を両手で押し、カチッと音が
して確実に閉じたことを確認してください。

お願い
上部ユニットを無理に閉じないでください。本体の故障の原因になります。
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5-1　困ったときは

ここでは、スキャナ使用時に起こりうる問題とその対処方法を説明しています。
遭遇したトラブルに該当する参照先をお読みください。

電源が入らない .................................................................................P. 5-1

スキャナが認識されない（USB接続の場合）...............................P. 5-1

スキャナが認識されない（SCSI接続の場合）..............................P. 5-2

スキャンされない .............................................................................P. 5-3

スキャン速度が遅い .........................................................................P. 5-3

正しく給紙されない .........................................................................P. 5-4

保存した画像ファイルが開けない ..................................................P. 5-4

スキャン結果がおかしい..................................................................P. 5-5

問題が解決しないときは、お買い求めの販売店またはサービス窓口にご相談ください。

✘ 電源が入らない
スキャナの電源が入らない時は、次のことを確認してください。
● 電源コードは正しく接続されていますか?　
● 電源コードはコンセントに差し込まれていますか?

電源コードの接続については、P.2-2「2-3 コンピュータとの接続」を参照してください。

✘ スキャナが認識されない（USB接続の場合）
コンピュータがスキャナを認識しないときは、以下の原因が考えられます。それぞれの原因に
応じた方法で対処してください。

原因 スキャナが正しく接続されていない。

対処方法 スキャナとコンピュータが、USBケーブルで正しく接続されていることを確認し
てください。（→ P.2-10）

原因 スキャナの電源がオフになっている。

対処方法 前述の「電源が入らない」を参照して、スキャナの電源がオンになっているか確認
してください。スキャナの電源が入っていないときは、スキャナの電源をオンにし
てください。

原因 USBインタフェースがスキャナに対応していない。

対処方法 本製品は、すべてのUSBインタフェースでの動作を保証していません。詳細につ
いては、お買い求めの販売店またはサービス窓口にご相談ください。（→ P.2-2）

第5章 トラブルシューティング
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原因 USBケーブルがスキャナに対応していない。

対処方法 同梱のUSBケーブルをご使用ください。

原因 USB HUBがスキャナに対応していない。

対処方法 USB HUBを取り外してご使用ください。

✘ スキャナが認識されない（SCSI接続の場合）
コンピュータがスキャナを認識しないときは、以下の原因が考えられます。それぞれの原因に
応じた方法で対処してください。

原因 スキャナが正しく接続されていない。

対処方法 スキャナと、コンピュータが、SCSIケーブルで正しく接続されていることを確認
してください。 （→ P.2-11）

原因 SCSIカードがコンピュータに正しく取り付けられていない。

対処方法 SCSIカードおよびコンピュータの説明書を参照して、SCSIカードをコンピュー
タに正しく取り付けて、使用しているオペレーティングシステムにSCSIカードが
正しく動作していることを確認してください。

原因 他のSCSI機器とSCSI IDが重複している。

対処方法 接続されているすべてのSCSI機器のSCSI IDを確認し、重複しないように設定し
直してください。 （→ P.2-12）

原因 本機に接続されている他のSCSI機器のターミネータが正しく設定されていない。

対処方法 デイジーチェーンの間に接続するSCSI機器のターミネータを無効にしてくださ
い。 （→ P.2-12）

原因 他のSCSI機器とのデイジーチェーン接続による不具合。

対処方法 デイジーチェーン接続を中止してください。（→ P.2-12）

原因 スキャナの電源をコンピュータよりも後からオンにした。

対処方法 コンピュータとスキャナの電源をいったんオフにし、スキャナの電源をオンにして
からコンピュータの電源をオンにしてください。（→ P.2-13）

原因 スキャナの電源がオフになっている。

対処方法 スキャナの電源が入っていないときは、コンピュータの電源をいったんオフにし、
スキャナの電源をオンにしてからコンピュータの電源をオンにしてください。
（→ P.2-13）

原因 SCSIカードがスキャナに対応していない。

対処方法 推奨のSCSIカードをご使用ください。（→ P.2-2「2-2 動作環境の確認」）
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✘ スキャンされない
読み取りの動作を行ってもスキャンされないときは、次のことを確認してください。

● アプリケーションソフトウェアは正しくインストールされていますか? また、アプリケー
ションソフトウェアでの設定は正しく行われていますか?

● コンピュータのシステムに異常はありませんか?

お願い
● 読み取りのための設定をしても正常に読み取りが行われない場合は、スキャナドライバ

またはアプリケーションソフトウェアが正常に動作していない可能性があります。ス
キャナドライバまたはアプリケーションソフトウェアを再インストールしてください。

● システムエラーなどによりスキャナがまったく動作しなくなったときは、スキャナの電
源をオフにし、10秒以上待ってからスキャナの電源を入れてください。その後、エ
ラーが続けて発生するようなときは、コンピュータを再起動してください。

● 読み取りを続けるときは、最後の原稿が正しく読み取られていることを確認してくださ
い。

✘ スキャン速度が遅い
スキャン速度が遅いときは、以下の原因が考えられます。それぞれの原因に応じた方法で対処
してください。

原因 他のアプリケーションが起動している。

対処方法 起動中の他のアプリケーションを終了させてください。

原因 ウィルス対策アプリケーションなど常駐しているアプリケーションによりメモリが
不足している。

対処方法 常駐しているアプリケーションを終了させてください。

原因 ハードディスクの空き容量が少ないため、TEMPフォルダに一時ファイルを作れな
い。

対処方法 ハードディスクのファイルを整理してハードディスクの空き容量を増やしてくださ
い。

原因 お使いのUSBポートがHi-Speed USB2.0に対応していない。

対処方法 コンピュータに標準搭載されているUSBポートがHi-Speed USB2.0に対応して
いない場合、スキャン速度が低下します。Hi-Speed USB2.0に対応したUSBを
標準搭載しているコンピュータでお使いください。（→ P.2-2「2-2 動作環境の確
認」）

原因 USBケーブルがHi-Speed USB2.0に対応していない。

対処方法 同梱のUSBケーブルをご使用ください。

原因 USB HUBがHi-Speed USB2.0に対応していない。

対処方法 USB HUBを取り外してご使用ください。
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✘ 正しく給紙されない
原稿が正しく給紙されないときは、以下の原因が考えられます。それぞれの原因に応じた方法
で対処してください。

原因 静電気などが原因で原稿が密着し、スキャナで正常に分離できない。

対処方法 原稿をセットする前に、原稿の束をよくさばいてからスキャナにセットしてくださ
い。（→ P.3-5「3-3 原稿のセット」）

原因 スキャナで読み取ることができないサイズ・紙厚・紙質の原稿を読み取ろうとし
た。

対処方法 原稿のサイズ・紙厚・紙質を確認してください。（→ P.3-1「3-1 原稿について」）

原因 スキャナ内部の搬送ローラが汚れていたり摩耗している。

対処方法 スキャナ内部の搬送ローラを清掃してください。（→ P.4-1「4-1 日常のお手入
れ」）

お願い
リタードローラとローラユニットは消耗品です。ローラを清掃しても改善が見られないよう
なときは、リタードローラトとローラユニットの交換が必要です。お買い求めの販売店また
は、担当サービスに連絡し、交換ローラキットをお買い求めのうえ、リタードローラとロー
ラユニットの交換を行なってください。

✘ 保存した画像ファイルが開かない
CapturePerfectで保存した画像ファイルが他のアプリケーションで開けない場合には、以下
の原因が考えられます。状況を確認し、対応する処置をしてください。

現象 CapturePerfectで保存したマルチページTIFFファイルが他のアプリケーション
で開けない。

原因 開こうとしたアプリケーションがマルチページTIFFファイルに対応していません。

対処方法 マルチページTIFFファイルに対応したアプリケーションで開いてください。

現象 CapturePerfectで保存したTIFFファイルが他のアプリケーションで開けない。

原因 CapturePerfectで保存したTIFFファイルが圧縮されている場合、開こうとした
アプリケーションが、CapturePerfectで保存した圧縮形式に対応していません。

対処方法 画像ファイルの圧縮形式を［なし］に設定してCapturePerfectで保存し直してく
ださい。

✘ スキャン結果がおかしい
読み取った画像が鮮明でなかったり、画像に筋や汚れが付いているなど、スキャン結果の画像
に問題があるときは、ISIS/TWAINドライバの設定が正しくなかったり、スキャナ内部の読み
取りユニットに問題があることが原因として考えられます。また、ISIS/TWAINドライバが、
正常にインストールされていなかったり、使用しているアプリケーションが ISIS/TWAINドラ
イバの機能に対応していないこともスキャン結果がおかしくなる原因となります。
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現象 スキャンした画像が濃い（または薄い）

原因 「明るさ」の設定が適正な値になっていません。

対処方法 画像が濃い場合には「明るさ」の設定値を高く、画像が薄い場合には「明るさ」の
設定値を低く調整してください。

現象 原稿の裏面の文字が画像に写り込む。（裏写り）

原因 「明るさ」の設定値が低過ぎる。または、紙厚が薄い。

対処方法 「明るさ」の設定を高くしてください。または、「裏写り/地色除去」の設定を有効
にします。

現象 両面スキャンができない。

原因 「読み取り面」の設定が［片面］になっている。

対処方法 「読み取り面」の設定を［両面］にしてください。

現象 スキャンした原稿の周りに黒い枠ができる。

原因 設定した用紙サイズより小さい原稿をスキャンした。または、セットした原稿の位
置がずれている。

対処方法 「用紙サイズ」の設定を［自動検知］に設定する。または、「黒枠消し」の設定をオ
ンにします。

現象 スキャンした画像がななめになる。

原因 原稿が斜めに搬送されている。（斜行）

対処方法 「斜行補正」をオンにします。

現象 画像にスジや汚れが入る。

原因 読み取りガラスやフィーダ内部のローラが汚れています。

対処方法 読み取りガラスおよびローラを清掃してください。（→ P.4-1「4-1 日常のお手入
れ」）

読み取りガラスにキズが付いている場合にも画像にスジが入る原因になります。こ
のようなときは、お買い求めの販売店に連絡してください。

現象 原稿によって画像が異常になる。

原因 原稿の端まで文字や写真などがある原稿をスキャンするときに、自動サイズ検知
や、斜行補正、黒枠消しなどの機能を使用した。
（原稿の端を正確に処理できない）

対処方法 原稿の端まで文字や写真などがある原稿の場合は、自動サイズ検知や、斜行補正、
黒枠消しなどの機能を無効にしてスキャンしてください。

現象 アプリケーションによって画像が異常になる。

原因 アプリケーションが対応していない機能を使用した。

対処方法 アプリケーションによっては、用紙サイズの自動検知などには対応していないこと
があります。このようなアプリケーションで読み取りを行った場合、異常なスキャ
ン結果になることがあります。用紙サイズの自動検知などを行わずにスキャンして
みてください。
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5-2　 ソフトウエアのアンインストール

ISIS/TWAINドライバ、ジョブ登録ツール、 CapturePerfectが正常に動作しないような時は、
次の手順でソフトウェアをアンインストールしてください。そして、DR-4010Cセットアップ
ディスクを使ってソフトウェアを再インストールしてください。（→ P.2-4「2-3 ソフトウエアの
インストール」）

お願い
Windowsにログオンするときは、必ずAdministrator権限でログオンしてください。

1 [スタート]ボタンをクリックし、[設定]-[コントロールパネル]をクリックします。

メモ
Windows XPの場合は[スタート]ボタンをクリックし、[コントロールパネル]をクリックし
ます。

[コントロールパネル]ウィンドウが表示されます。

2 [アプリケーションの追加と削除]をダブルクリックします。

メモ
Windows XPの場合は[プログラムの追加と削除]をクリックします。
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[アプリケーションの追加と削除のプロパティ]ダイアログボックスが表示されます。

メモ
Windows XPの場合は[プログラムの追加と削除]ダイアログボックスが表示されます。

3 プログラムの一覧から、削除するアプリケーションを選択し、[変更と削除]ボタン（または
[削除]ボタン）をクリックします。

Canon DR-4010C Driver → 「ISIS/TWAINドライバのアンインストール」

DR-4010C ジョブツール → 「ジョブ登録ツールのアンインストール」

CapturePerfect 3.0 → 「CapturePerfect3.0のアンインストール」

メモ
「Canon DR-4010C Manual」を選択すると、ユーザーマニュアル（本マニュアル）のア
ンインストールを行います。

ISIS/TWAINドライバのアンインストール

1 プログラムの一覧から、［Canon DR-4010C Driver］を選択し、[変更と削除]ボタンをク
リックします。

2 [ファイル削除の確認]画面が表示されたら、[はい]ボタンをクリックします。
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アンインストールを行ないます。

3 アンインストールが完了したら[OK]ボタンをクリックし、プログラムの削除を終了させま
す。

ジョブ登録ツールのアンインストール

1 プログラムの一覧から、［DR-4010Cジョブツール］を選択し、[変更と削除]ボタンをク
リックします。

2 [ファイル削除の確認]画面が表示されたら、[はい]ボタンをクリックします。

｢共有ファイルを削除しますか？｣画面が表示されます。
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3 [すべてはい]ボタンをクリックします。

確認のメッセージが表示されます。

メモ
Windows XPの場合は[プログラムの追加と削除]ダイアログボックスが表示されます。

5 [はい]ボタンをクリックし、アンインストールを行います。

6 アンインストールが完了したら[OK]ボタンをクリックし、プログラムの削除を終了させま
す。
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CapturePerfect3.0のアンインストール

1 プログラムの一覧から、［CapturePerfect 3.0］を選択し、[削除]ボタンをクリックしま
す。

2 ファイル削除の確認画面が表示されたら、[はい]ボタンをクリックします。

アンインストールを行ないます。

3 アンインストールが完了したら[完了]ボタンをクリックし、プログラムの削除を終了させま
す。
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仕様

本体仕様

形式 卓上型シートスルースキャナ

読み取り原稿サイズ

幅： 53 mm - 219 mm
長さ： 70 mm - 356 mm

70 mm - 1000 mm（長尺モードの場合）
厚さ：Uターンパスの場合

(分離給紙) 52g/m2 - 128g/m2　（0.06 mm - 0.15 mm）

　　 (非分離給紙) 42g/m2 - 157g/m2　（0.05 mm - 0.2 mm)

厚さ：ストレートパスの場合

(分離給紙) 52g/m2 - 157g/m2　（0.06 mm - 0.15 mm)

　　 (非分離給紙) 42g/m2 - 546g/m2　（0.05 mm - 0.66 mm)

ISO/JIS規格準拠カード対応　＊エンボス付きカードを除く

サイズ 53.9 mm x 85.5 mm、

カード厚 0.76 mm ±0.08 mm

給紙方法 自動/手差し

読み取りセンサ カラー3ラインコンタクトイメージセンサ

光源 LED

有効読み取り幅 236 mm

読み取り面 片面/両面

読み取りモード 白黒、誤差拡散、アドバンストテキストエンハンスメント、

アドバンストテキストエンハンスメントⅡ

高速テキストエンハンスメント、256階調グレースケール、

24ビットカラー、白黒/カラー自動検知

読み取り解像度 100×100dpi/ 150×150dpi/ 200×200dpi
(主走査×副走査) 240×240dpi/ 300×300dpi/ 400×400dpi

600×600dpi

読み取り速度　(A4サイズの原稿の読み取り時)
片面 両面

白黒 200×200dpi 42枚/分 84面/分
300×300dpi 42枚/分 84面/分
600×600dpi：速度優先 42枚/分 42面/分
600×600dpi：画質優先 20枚/分 24面/分

グレースケール 200×200dpi 42枚/分 84面/分
300×300dpi 42枚/分 84面/分
600×600dpi：速度優先 42枚/分 42面/分
600×600dpi：画質優先 20枚/分 24面/分

24ビットカラー 200×200dpi 42枚/分 84面/分
300×300dpi 42枚/分 84面/分
600×600dpi：速度優先 24枚/分 24面/分
600×600dpi：画質優先 20枚/分 （スキャン不可）

第6章 付　録
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自動給紙積載量 最大10mm　＊カール量含む、80g/m2紙で約100枚

インタフェース Hi-Speed USB 2.0 / SCSI Ⅲ

その他の機能 重送検知、長尺モード

寸法(トレイが閉じている) 318 (幅) x 278 (奥行き) x 185.5 (高さ) mm

寸法(トレイが開いている) 318 (幅) x 545 (奥行き) x 187 (高さ) mm

質量 約6.4kg

電源 AC100V(50/60Hz)

消費電力 動作時：最大25W
待機時：3W以下

騒音 68dB以下

使用環境 温度：10℃-32.5℃
湿度：20%-80%RH

● 上記の機能はお使いのアプリケーションソフトウェアで対応している場合に使用できます。
● お使いのコンピュータの性能やソフトウェアによっては実現しない場合があります。

製品改良のため仕様は予告なく変更することがあります。

交換部品

交換ローラキット（商品コード：1921B001）

ローラユニット（ピックアップローラ、フィードローラ）とリタ－ドローラの交換キットです。

● ローラの交換については、「4-2 ローラの取り外し /取り付け」（→ P.4-5）を参照してくださ
い。

● 交換部品についての詳細については、お買い求めの販売店または担当サービスにお問い合わせ
ください。

別売品

バーコードモジュール（商品コード：0434B003）

ISIS/TWAINドライバでバーコードを認識させるためのアドオンソフトです。

● バーコードモジュールの詳細については、お買い求めの販売店または担当サービスにお問い合
わせください。
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外形寸法図

（単位：mm）
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保証とアフターサービス

■この商品には保証書がついています
保証書は、お買い上げ販売店でお渡しします。お買い上げ日、販売店名などの記入をお確かめの上、
内容をよくお読みになり大切に保管してください。

■保証期間
保証期間はお買い上げ日より1年間です。

■修理サービスのご相談
修理サービスのご相談は、お買い上げの販売店または次ページに記載されているサービス窓口へご相
談ください。

■修理を依頼される前に
「困ったときは」（→ P.5-1）にそって故障かどうかお確かめください。それでも直らない場合は、
直ちに電源プラグをコンセントから抜き、修理をご依頼ください。

■修理を依頼されるときに、ご連絡いただきたいこと

● お客様のお名前

● ご住所、お電話番号

● 商品の品番

● 故障の内容（できるだけ詳しく）

■補修用性能部品について
保守サービスのために必要な補修用性能部品の最低保有期間は、製品の製造打ち切り後7年間です。
（補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。）
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サービス＆サポートのご案内

●お客様相談センター
取扱い方法および修理に関するご相談は、お買い上げ頂いた販売店または下記の窓口にご相談ください。

お客様相談センター  050-555-90072050-555-90072050-555-90072050-555-90072050-555-90072
全国共通電話番号

受付時間： ＜平日＞ 9:00～12:00／13:00～17:00

（土日祝日と年末年始、弊社休業日は休まさせていただきます。）

※ 本製品にバンドルされているアドビ製品についてのお問い合わせについては、「「「「「アアアアアドドドドドビビビビビシシシシシススススステテテテテムムムムムズズズズズ社社社社社製製製製製品品品品品にににににつつつつついいいいいててててて」」」」」
（（（（（→→→→→ P.6-7 P.6-7 P.6-7 P.6-7 P.6-7）））））をご参照ください。
※ 上記番号は050から始まるIP電話（株式会社エヌ・ティ・ティ　エムイー（NTT-ME）のXePhion Call Direct）を
利用しています。
NTTの固定電話（一般回線）から地域・時間帯にかかわらず同一通話料金（10.4円／3分）でご利用になれます。

※ 携帯電話・PHSをご利用の場合、ご契約先携帯電話事業者の定める通話料金となります。詳しくはご契約の携帯
電話事業者にお問い合せください。尚、一部のPHSからはご利用いただけませんのでご了承願います。

※ お客さまが050から始まるIP電話をご利用の場合、プロバイダーのサービスによってつながらない場合がありま
す。IP電話からのご利用は、IP電話事業者間の接続状況によります。NTT-MEのXePhion Call Direct の上記番号
との通話（接続）可否については、ご契約のプロバイダーにお問い合せください。IP電話からつながらない場合
の事象（話中音、アナウンス、ブザー音など）はプロバイダーによって異なります。
また、IP電話の相互通話であっても上記番号との通話料金はプロバイダーによって異なります。詳しくはご契約
のプロバイダーにお問い合せください。

※ 上記番号におかけになってもつながらない場合は、NTTの固定電話（一般回線）からおかけいただくか、 043-
211-9156 におかけくださいますようお願いいたします。

※ お客様相談センターの詳細につきましてはキヤノンホームページ (http://cweb.canon.jp/e-support/rc/) をご参照くだ
さい、

●消耗品の入手方法
消耗品はお買い上げ頂いた販売店、お近くのキヤノン製品取扱店およびキヤノンマーケティングジャパン（株）販売
窓口にてご購入ください。尚、ご不明な場合はお客様相談センターにご相談ください。

●キヤノンホームページ　http://canon.jp/
※ http://canon.jp/supportでは、製品情報、最新ドライバのダウンロード、QA検索などの情報が掲載されています。是
非ご利用ください。

※ ホームページのレイアウトは、予告なく変更する場合があります。ご了承ください。
※ 通信料はお客様のご負担になります。
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保守サービスのご案内

■ ご購入製品をいつまでもベストの状態でご使用いただくために
このたびはドキュメントスキャナをご購入いただき誠にありがとうございます。さて、毎日ご愛用
いただくドキュメントスキャナの無償修理保証期間経過後の保守サービスとして「キヤノン保守契
約制度」を用意しています。当制度はキヤノン製品を、いつも最高の状態で快適に、ご使用いただ
けますように充実した内容となっており、キヤノン認定の「サービスエンジニア」が責任をもって
機能の維持・管理等、万全の処置を行ないます。お客様と、キヤノンをしっかりとつなぐ保守サー
ビスで、キヤノン製品を末永くご愛用賜りますようお願い申しあげます。

キヤノン保守契約制度とは

ご購入後、定められた無償修理保証期間中に万一発生したトラブルは無償でサービスを実施します。保
守契約制度とは、この無償修理保証期間の経過後の保守サービスを所定の料金で実施するサービスで
す。（製品により無償修理保証期間が異なります。また一部無償修理保証期間を設けていない製品もあ
ります。）

お客様 

契約 

保守サービス 

キヤノンマーケティング 
ジャパン（株）又は、 
キヤノン認定サービス店 

■ 精密機器だからこそ保守契約が必要です
ご購入いただきました機器は精密機器です。万一、思いがけないトラブルが発生した場合、時間的
なロスだけでなく、予期せぬ出費が発生します。そこで、トラブルが起こってからではなく、事前
に一定の料金をお支払いいただくことで、ご愛用の機器の修理に備えるのがキヤノンの保守契約制
度です。

キヤノン保守契約制度のメリット

■ 都度の修理料金は不要
保守契約料金には、訪問料、技術料、部品代が含まれています。
万一のトラブル時も予期せぬ出費が発生することがありません。

■ 保守点検の実施
お客様のご要望により、機器の保守点検を追加できます。（別途、有料となります。）

※天災、火災、第三者の改造等に起因するトラブルは除きます。
※消耗品およびキヤノン指定の部品は対象外となります。

購入時契約のおすすめ

ご愛用品は原則として保守契約に加入してご使用願うことになっております。また、ご購入時に加入い
ただきますと、手続きなどの手間は一度ですみ便利です。
キヤノン保守契約に関するお申し込み、お問い合わせはお買い上げの販売店もしくはキヤノンマーケ
ティングジャパン（株）までお願いします。
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アドビシステムズ社製品について

この製品には「Adobe Acrobat」がバンドルされています。「Adobe Acrobat」のインストールおよびサポートにつ

いては、以下をご参照ください。

■ インストール
Adobe Acrobat DVDをDVD-ROMドライブに挿入し、Adobe Acrobatをインストールして使用します。DVDから

Acrobatソフトウエアを直接起動し、実行することはできません。

画面に表示される指示に従ってインストールします。詳細についてはDVDに収納されているHow To Install

ファイルをご覧ください。なお、インストールの際にはAdobe Acrobat DVDが収納されているソフトケースに記

載されているシリアル番号が必要になりますので、シリアル番号の控えを手元に保管、管理していただくようお

願い致します。

■ アドビ製品のサポートについて
本製品にバンドルされておりますアドビ製品Adobe® Acrobat®製品のサポートについては、オンラインで提供さ

れている無償のサービス＆サポートデータベースやアドビユーザフォーラム、お電話での有償サポートをご利用

いただけます。

サポートの内容について

1. インターネット（アドビホームページ）からの技術情報提供

営業時間 年中無休（メンテナンス期間を除く）

サポート料金 無料

サポート内容 以下のWebサイトよりサポート、技術情報やFAQの検索ができます。

http://www.adobe.com/jp/support/acrobat/

2. 製品テクニカルサポート

アドビ製品Adobe® Acrobat®についての技術的なご質問に関するサポートは、有償サポートを通してのみご利用

いただけます。有償テクニカルサポートプログラムのお申込み、契約内容については以下のWebページをご覧

ください。

Adobe-サポートプログラム

http://www.adobe.com/jp/support/programs/

最新のサポート情報につきましては、以下のサポートページをご覧ください。

http://www.adobe.com/jp/support/
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■ アドビ製品のユーザ登録について
アドビ製品の情報をいち早く入手するために、ユーザ登録をお勧めします。

シリアル番号は、お客様のライセンスを特定する個別の番号で非常に重要なものです。

ユーザ登録は以下の方法で行うことができます。

1. 製品インストール時に表示されるユーザ登録画面から登録できます。（インターネット環境が必要
です）

2. アドビのホームページからオンライン登録します。

http://www.adobe.com/jp/register

アドビのプライバシーポリシーについては、

http://www.adobe.com/jp/misc/privacy.html

をご覧ください。

■ ライセンス認証について
Adobe 製品を使用するには、正規にご購入いただいたお客様の使用権利を守るため、「ライセンス認証」という

簡単な手続きが必要です。2008年 6月以降にリリースされたバージョン（Adobe® Acrobat® 9を含む）では、イ

ンターネット接続が検出されたときに、ライセンス認証手続きを促すメッセージが自動的に表示されます。その

指示にしたがえば、ライセンス情報がアドビに送信され、検証が行われます。

詳しくは、下記のWebページをご覧ください。

製品ライセンス認証センター

http://www.adobe.com/jp/activation/

その他：

上記情報は、アドビの都合により変更される場合がありますので、適宜、アドビのホームページによりご確認く

ださいますようお願い申し上げます。

（本ドキュメントの内容は2008年 1月現在のものです）
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本章は、ISISドライバと、TWAINドライバのダイアログボックスについて説明しています。ISIS/
TWAINドライバを設定する前に本章および ISIS/TWAINドライバのヘルプをよくお読みください。

第7章　 ISIS/TWAINドライバの設定

7-1　お使いになる前に

DR-4010Cを ISIS/TWAIN互換アプリケーションで使用するためには、最初に使用するスキャナとしてDR-
4010Cを選択する必要があります。

本項では、CapturePerfect3.0（ISIS互換アプリケーション）でのスキャナの選択方法について説明します。ス
キャナの選択方法は使用するアプリケーションによって手順が異なるので、使用するアプリケーションの使用説明
書を参照してスキャナの選択を行ってください。

1 [スタート]ボタンをクリックし、[プログラム]（Windows XPの場合は[すべてのプログラ

ム]）-[CapturePerfect3.0]-[CapturePerfect3.0]をクリックします。

CapturePerfectが起動します。
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2 ［スキャン］メニューから[スキャナ選択]をクリックします。

3 [Canon DR-4010C]を選択し、[OK]をクリックします。

メモ
[Canon DR-4010C]が表示されないときは、ISIS/TWAINドライバのインストールをやり直してくだ
さい。

4 ［設定］ボタンをクリックして用紙サイズの初期値を設定します。

メモ
・ ISISドライバの設定ダイアログボックスで［初期値］ボタンをクリックしたときに、ここでの設定

が反映されます。

・ TWAINドライバの場合、初期値はA4に設定され変更はできません。

5 [OK]をクリックしてスキャナの選択を終了します。

6 ［スキャン］メニューから[スキャナ設定]をクリックします。

ISISドライバの設定ダイアログボックスが開きます。
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7-2　ISIS/TWAINドライバ設定ダイアログボックス

ISIS/TWAINドライバの設定ダイアログボックスは「基本」、「明るさ」、「画像処理」、「その他」の4つ
のタブで構成されています。詳細についてはそれぞれのタブの説明を参照してください。

［OK］ボタン

設定した内容を反映させてダイアログボックスを閉じます。

［スキャン］ボタン（TWAINドライバのみ）

設定ダイアログボックスからスキャンを実行するTWAIN互換アプリケーションの場合、［OK］
ボタンの代わりに［スキャン］ボタンが表示され、設定した内容でスキャンを実行します。（→
P.7-10「スキャン領域ダイアログボックス」）

［キャンセル］ボタン

設定した内容を反映させないでダイアログボックスを閉じます。

［初期値］ボタン

設定を初期状態に戻します。

［ヘルプ］ボタン

開いているタブおよびダイアログボックスのヘルプを表示します。
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「基本」タブ

ISISドライバの「基本」タブは、使用するアプリケーションによって機能が異なります。実際に表示される画面に
合わせて設定を行ってください。

「基本」タブ（ISIS/TWAINドライバ）
CapturePerfectやジョブ登録ツールなど、設定のみを行うアプリケーションで表示される「基本」タブです。

☞  「スキャンオプション」は、ISISドライバでは表示されません。

「基本」タブ拡張版（ISISドライバのみ）
ISIS 互換アプリケーションで、スキャンまたは設定用に用意された独自のダイアログボックスから「DR-
4010C ISISドライバ」を呼び出したときに表示される「基本」タブです。
この「基本」タブでは、独自の設定ダイアログボックスでサポートされないDR-4010Cの機能の設定を行い
ます。
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☞「白紙をスキップする」、「カラー白黒検知」、「用紙サイズ検知」、「文字強調モード」、「マージン」、「半折り」
については、以下の機能の説明を参照してください。

・「白紙をスキップする」 →「読み取り面」

・「カラー白黒検知」 →「モード」

・「用紙サイズ検知」 →「用紙サイズ」

・「文字強調モード」 →「モード」

・「マージン」 →「スキャン領域」ダイアログボックス

・「半折り」 →「読み取り面」

ユーザ設定

「登録」ボタンをクリックすると「ユーザ設定の登録」ダイアログボックスが開きます。

「ユーザ設定の登録」ダイアログボックスは、現在の設定をユーザ設定として名前を付けて登録します。

登録したユーザ設定をリストボックスから選択すると、選択したユーザー設定の内容がダイアログボックスに
反映されます。

☞  入力できる文字数は、半角で32文字、全角で16文字以下です。

モード

スキャンするモードを選択します。

☞ モードの設定によって機能の一部が制限されます。（→ P7.6「モードによる機能の制限」、P.7-12「明る
さタブ」）

☞ テキストエンハンスメントモードは、文字の背景に色や模様がある原稿を白黒で読み取るときに適したモー
ドで、文字の周りの背景を除去または処理し、文字を強調させて読みやすくします。

☞ テキストエンハンスメントは背景の種類に合わせて3種類のモードが用意されています。 原稿に適したモー
ドを選択し、スキャン前にプレスキャンで画像を確認することをお勧めします。

［白黒］

文字や線画の原稿を白黒2値で読み取ります。

［誤差拡散］

写真などの原稿を白黒2値で読み取るためのモードです。

［アドバンストテキストエンハンスメント］

背景色が濃い原稿や、背景が模様など均一でない原稿を読み取るときに適しています。

☞  背景が 均一のときは、文字の周りの背景を除去します。

☞  背景が模様など均一でない場合には、文字が読みやすくなるように背景を処理します。

［アドバンストテキストエンハンスメントⅡ］

背景色が均一で、文字や背景が薄い原稿の読み取りに適しています。

☞ 文字の感覚が狭い部分の背景は除去できない場合があります。

☞ 文字が薄い原稿は、「明るさ」タブにあるコントラストを調整することにより文字が読みやすくなります。

☞  背景が模様など均一でない場合には、背景が表示され文字が読みにくくなることがあります。

［高速テキストエンハンスメント］

背景の処理をスキャナ本体で行うことにより処理速度を向上させたモードで、背景が薄く文字が濃い原稿の読
み取りに適しています。

☞ 文字と背景に濃度差がない原稿の場合、文字が読みにくくなることがあります。
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☞ 背景色が均一な部分は不均等に白抜きになることがあります。

☞ 背景の処理をスキャナ本体で行うため、他のモードよりも読み取りガラスの汚れの影響を受けやすく、ス
キャンした画像にスジが入ることがあります。このようなときは、読み取りガラスの汚れを清掃してから
やり直すか、［アドバンストテキストエンハンスメント］または、［アドバンストテキストエンハンスメン
トⅡ］を選択してください。

［256階調グレー］

写真などの原稿をグレースケールで読み取ります。

［24ビットカラー］

カラー写真などの原稿をフルカラーで読み取ります。

［カラー白黒検知］

スキャンした原稿が、白黒かカラーかを検知して、白黒画像またはカラー画像で保存します。

☞ カラー白黒検知を選択すると［設定］ボタンが有効になり、「カラー白黒検知設定」ダイアログボックス」
を開いてカラー原稿と判断するときの設定と、白黒と判断したときに読み取るモードを選択します。

☞ アプリケーションによっては、［カラー白黒検知］を使用すると動作が不安定になる場合があります。この
ようなときは、［カラー白黒検知］を使用しないでください。

モードによる機能の制限
モードの設定により以下のタブの機能の一部が無効になります。「明るさ」タブの機能については P.7-12「明
るさ」 タブを参照してください。

基本 画像処理 その他 

 

×：使用不可 

読み取りモード 

設定タブ 

 

白黒 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 

誤差拡散 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 

アドバンストテキストエンハンスメント ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 

アドバンストテキストエンハンスメントⅡ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 

高速テキストエンハンスメント × × × ○ × × ○ ○ × ○ ○ 

256階調グレー ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 

24ビットカラー ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○ ○ ○ 

カラー白黒検知 ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ × × 

プ
レ
ス
キ
ャ
ン 
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区
切
り 
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IS

ド
ラ
イ
バ
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転
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裏
写
り/

地
色
除
去 

黒
枠
消
し 

孤
立
点
除
去 

エ
ッ
ジ
強
調 

モ
ア
レ
除
去 

斜
行
補
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用紙サイズ

スキャンする原稿に合わせて読み取りサイズを選択します。

☞ 以下のような原稿をスキャンするときは、［自動検知］を選択します。

・非定形サイズの原稿

・サイズの異なる原稿が混在している場合

・長尺モードを使用する場合（→ P.3-29「長尺モード」）
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☞［自動検知］を選択した場合、スキャン領域ダイアログボックスの領域の設定が無効になります。

☞ 以下のようなときは、［自動検知］が正常に機能しないことがあります。このような原稿をスキャンすると
きは定形サイズ（［A4］、［レター］など）を選択するか、［領域］ボタンをクリックしてカスタム用紙サイ
ズを登録します。（→ P.7-10「スキャン領域ダイアログボックス」）

・左右の端部に暗い部分がある原稿をスキャンする場合

・光沢のある、光を反射するような原稿をスキャンする場合

・明るさの設定が適切でない場合

・ガンマ設定ダイアログボックスが、カスタム設定になっている場合

☞ アプリケーションによっては、［自動検知］を使用すると動作が不安定になる場合があります。このような
ときは、［自動検知］を使用しないでください。

解像度

スキャンする解像度を選択します。

☞ 解像度を高くすると画像はきれいになりますが、ファイルサイズが大きくなります。

☞ 解像度が300dpi以下の場合、「モアレ除去」の設定が有効になり、スキャンした画像にモアレが発生する
ようなときにモアレ除去の設定をします。

☞ 解像度が400/600dpiの場合、「画像品質」の設定が有効になります。

読み取り面

原稿をスキャンする面を選択します。

［片面］

給紙口にセットされた原稿のおもて面（上側）をスキャンします。

［両面］

原稿の両面をスキャンします。

［白紙をスキップする］

スキャンした画像から原稿が白紙であるかないかを判断し、白紙と判断された画像の保存をスキップします。

☞［白紙をスキップする］を選択すると、［設定］ボタンが有効になり、「白紙スキップの設定」ダイアログボッ
クス」を開きます。

☞ 白紙がスキップされなかったり、白紙でない原稿がスキップされるようなときは「白紙スキップの設定」ダ
イアログボックスで、コンテンツ密度を調整します。

コンテンツ密度は白紙スキップさせる原稿内にあわせて調整し、白紙原稿がスキップされないときはコン
テンツ密度を高く、白紙でない原稿がスキップされるようなときはコンテンツ密度を低く調整します。

☞ ガンマ設定ダイアログボックスが［カスタム設定］になっている場合、白紙スキップが正常に動作しない
ことがあります。

☞ TWAINドライバで、「その他」タブにある給紙オプションを［1ページスキャン］にすると、読み取り面
の設定は［片面］になります。

☞ アプリケーションの設定に読み取り面の設定（片面、両面）がある場合、片面に設定してください。
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［半折り］

原稿を2つ折りにしてセットし、両面をスキャンしてできた表裏の画像を1枚の画像に合成します。（→ P.3-
28「半折りスキャン」）

☞「その他」タブでバッチ区切りの設定が［パッチコード］になっていると［半折り］は表示されません。

［斜行補正］チェックボックス

原稿が斜めに給紙されたとき、スキャンした画像で斜行を検知して画像の傾きを修正します。

☞ 以下のような時は斜行補正が正常に動作しません。斜行補正をオフにしてください。

・周辺部の暗い部分がある原稿をスキャンする場合

・光沢のある、光を反射するような原稿をスキャンする場合

・明るさの設定が適切でない場合

・ガンマ設定ダイアログボックスが、カスタム設定になっている場合

☞ その他の場合でも、原稿によっては画像の傾きが正しく補正されなかったり、画像の一部が欠落する場合
がありますので注意してください。

モアレ除去

解像度が300dpi以下のとき有効になり、スキャンした画像にモアレが発生するようなときに使用します。

［なし］

モアレ除去を行いません。

［高速モアレ除去］

読み取り速度を優先させるモードで、300dpi でスキャンした画像から指定した解像度の画像を生成します。
解像度が300dpiの場合、［高速モアレ除去］は表示されません。

［高画質モアレ除去］

画質を優先させるモードで、600dpi でスキャンした画像から指定した解像度の画像を生成します。
画質は高画質になりますが、スキャン速度は低下します。

☞ 原稿サイズを「自動検知」にし、モードを「24ビットカラー」、読み取り面を「両面」にした組み合わせ
のときに［高画質モアレ除去］を選択してスキャンすると、スキャナ本体のメモリ不足により、原稿の一
部がスキャンできないことがあります。このようなときは、「速度優先」で画質を落としてスキャンするか、
読み取り面を「片面」にしてスキャンしてください。

画像品質

解像度が400/600dpiのときに有効になり、［速度優先］、［画質優先］を選択します。

［速度優先］

読み取り速度を優先させるモードで、300dpi でスキャンした画像から400/600dpiの画像を生成します。
読み取り速度は速くなりますが画質が若干低下します。

［画質優先］

画質を優先させるモードで、600dpi でスキャンを行います。
解像度が400dpiの場合、スキャンした600dpiの画像から400dpiの画像を生成します。

☞ 原稿サイズを「自動検知」にし、モードを「24ビットカラー」、読み取り面を「両面」にした組み合わせ
のときに［画質優先］を選択してスキャンすると、スキャナ本体のメモリ不足により、原稿の一部がスキャ
ンできないことがあります。このようなときは、「速度優先」で画質を落としてスキャンするか、読み取り
面を「片面」にしてスキャンしてください。
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スキャンオプション（TWAINドライバのみ）

TWAIN互換アプリケーションで連続スキャンをするときの動作を設定します。

［標準］

スキャンした原稿を排紙してから次の原稿をスキャンします。

［先読みスキャン］

原稿を連続してスキャンするため［標準］にくらべてスキャン速度が早くなります。

［1ページスキャン］

「基本」タブの読み取り面の設定が［片面］になり、原稿を1枚だけスキャンします。

［領域］ボタン

「スキャン領域」ダイアログボックスを開き、スキャンする領域を設定します。（→ P.7-10「スキャン領域ダ
イアログボックス」）

☞ 使用しているアプリケーション側に領域を設定する機能があるときは、［領域］ボタンは表示されません。

「カラー白黒検知設定」ダイアログボックス

モードで［カラー白黒検知］を選択したときに、スキャンした原稿をカラー原稿と判断するための設定と、白黒と
判断したときのモードを選択します。

色の感度/カラー画素の割合

原稿をカラー原稿と判断するための設定です。

色の感度により原稿の色彩を検知し、カラー画素の割合でスキャンした原稿をカラー原稿として判断します。

☞ 通常は、初期設定のまま使用し、色彩の薄い原稿を白黒原稿として判断させる場合に設定を変更します。

☞ 初期設定でカラー原稿が白黒原稿として判断されてしまうような場合は、［24ビットカラー］を選択して
ください。カラー白黒自動検知］では、［高速テキストエンハンスメント］は選択できません。

白黒の場合のモード

原稿を白黒と判断したときの読み取りモードを設定します。

☞［カラー白黒自動検知］では、［高速テキストエンハンスメント］は選択できません。

明るさ

白黒の場合のモードで［アドバンストテキストエンハンスメント］、［アドバンストテキストエンハンスメント
Ⅱ］を選択したときの明るさを調整します。その他のモードでの明るさは、「明るさ」タブの明るさの設定が反
映されます。

コントラスト

白黒の場合のモードで［アドバンストテキストエンハンスメントⅡ］を選択したときのコントラストを調整し
ます。その他のモードでのコントラストは、「明るさ」タブのコントラストの設定が反映されます。
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「スキャン領域」ダイアログボックス

用紙サイズで指定したサイズの原稿の一部を読み取るときや、 非定形の原稿サイズを登録するためのダイアログボッ
クスです。

スキャン領域ダイアログボックスはISISドライバ、TWAINドライバで異なり、TWAINドライバの場合、使用す
るアプリケーションによって2種類のダイアログボックスが表示されます。

スキャン領域ダイアログボックス（ISISドライバ）

スキャン領域ダイアログボックス（TWAINドライバ）

設定ダイアログボックスに［スキャン］ボタンが表示されるアプリケーションの場合

ジョブ登録ツールなど、設定ダイアログボックスに［OK］ボタンが表示されるアプリケーションの場合、領
域ウィンドウと［プレビュー］ボタンは表示されません。

（領域ウィンドウ）

（領域ウィンドウ）
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用紙サイズ

「用紙サイズ」の設定と連動し、スキャンする原稿のサイズを選択します。

☞［カスタム］ボタンを押すと、「カスタム用紙サイズの登録」ダイアログボックスが開き、非定型サイズの
原稿をカスタム用紙サイズとして登録することができます。

領域

スキャンする領域を選択します。

☞  以下の設定のとき、領域の設定は無効になります。

・用紙サイズが［自動検知］

・「画像処理」タブの［文字向検知］が有効

☞  「基本」タブの［斜行補正］が有効になっていると、指定した領域がズレてスキャンされます。

領域ウィンドウ

用紙サイズの設定に連動して領域ウィンドウの表示が変化し、領域の設定に合わせて領域ウィンドウ内の領域
が変化します。
☞ 領域ウィンドウ内の領域は、マウスで■をドラッグして領域を指定することもできます。

☞ CapturePerfectでは、最後にスキャンした画像が領域ウィンドウに表示されます。

マージン

スキャン領域の上下左右にマージンを設定し、原稿の端が欠けないようにしたり、画像のまわりに黒い枠がつ
かないようにスキャン領域を調整します。

☞ 原稿の端が欠けるようなときはスライダを右に動かしてスキャン領域を広くします。

☞ 画像のまわりに黒い枠がつかないようにするときにはスライダを左に動かしてスキャン領域を狭くします。

☞ マージンの単位は、「単位」の設定に合わせて変更します。ただし、「基本」タブ拡張版（→P.7-4）にあ
るマージンでは「単位」の変更はできません。

プレビューボタン（TWAINドライバのみ）

「プレビューボタン」をクリックすると、原稿を1枚スキャンして領域ウィンドウにプレビュー画像が表示さ
れます。
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「明るさ」タブ

「明るさ」タブでは、スキャンするときの明るさとコントラストの設定とガンマの設定を行います。明るさとコン
トラストの設定は「基本」タブのモードの設定によって調整できる設定が異なり、また、ガンマの設定をカスタム
にした場合、すべての設定が固定になります。

明るさとコントラストの設定は、「基本」タブのモードの設定によって調整できる設定が以下のようになります。

 モード 自動 明るさ コントラスト 裏面の明るさ 裏面のコントラスト 

白黒 ○ ○ ○ ○ ○ 

誤差拡散 × ○ ○ ○ ○ 

アドバンストテキストエンハンスメント × ○ × × × 

アドバンストテキストエンハンスメントⅡ × ○ ○ × × 

高速テキストエンハンスメント × ○ ○ × × 

256階調グレー × ○ ○ ○ ○ 

24ビットカラー × ○ ○ ○ ○ 

カラー白黒検知 × ○ ○ ○ ○ 

○：設定可　×：設定不可または自動 

［自動］チェックボックス

読み取りモードが［白黒］のときに有効になり、原稿に合わせて明るさとコントラストを調整します。

明るさ

スキャンする画像の明るさを調整します。

☞ 画像が濃い場合や、裏面の文字が写り込むようなときにはスライダを右に動かして設定値を高くします。

☞ 画像が薄い場合にはスライダーを左に動かして設定値を低くします。

☞［自動］チェックボックスがオンの場合、明るさの自動調整のレベルを調整します。

コントラスト

スキャンする画像のコントラストを調整します。
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［裏面の明るさを使用する］チェックボックス

原稿の表裏の濃淡に差がある場合に、裏面の明るさを調整します。

［裏面のコントラストを使用する］チェックボックス

原稿の表裏の濃淡に差がある場合に、裏面のコントラストを調整します。

［ガンマ］ボタン

「ガンマ設定」ダイアログボックスを開き、ガンマカーブを設定します。

「ガンマ設定」ダイアログボックス

ガンマ設定ダイアログボックスは、ガンマ補正値の設定を変更するときに設定します。

［カスタム］チェックボックス

ガンマ補正をカスタム設定にする場合にチェックします。

☞ ガンマ設定を［カスタム］にした場合、［明るさ］タブの設定はすべて自動になります。

データ指定

カスタム設定を適用する面と色を指定します。

☞ 指定した色に合わせてカラーバー、サンプル画像の色が変わります。
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入力方法

設定方法を選択してガンマ補正値を設定します。

［パラメータ］

スライダを左右に動かして0.2～5.0の範囲でガンマ補正値を指定します。

☞ ガンマ補正値とガンマカーブグラフ、サンプル画像の色は連動して変化します。

☞ ガンマカーブグラフ上のポイントをマウスでクリックすると、クリックしたポイントに合わせてガンマカー
ブ、サンプル画像の色が変化します。

☞ ガンマカーブグラフ上でマウスでドラッグして移動させると、ガンマカーブが追従します。

［フリーハンド］

ガンマテーブルの入力値に対する出力値をマウスで指定します。

☞ ガンマカーブグラフ上のポイントをマウスでクリックすると、クリックしたポイントに出力値が設定され
ます。

☞ ガンマカーブグラフ上でマウスでドラッグして移動させると、 マウスの動きに合わせて出力値が設定され
ます。

［取り込み］ボタン

［エクスポート］ボタンで書き出したガンマテーブルデータ（*.pxg）を取り込みます。

☞ 取り込んだガンマデータは、ガンマカーブグラフに反映されます。

［エクスポート］ボタン

設定したガンマ補正値を、ガンマテーブルデータ（*.pxg）としてファイルに書き出します。
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「画像処理」タブ

「画像処理」タブでは、スキャンした画像を処理するための設定を行います。設定項目の一部については、「基本」
タブのモードの設定によって無効になる機能があります。詳細についてはP.7-6「モードによる機能の制限」を参
照してください。

［白黒反転］チェックボックス（TWAINドライバのみ）

原稿を白黒2値でスキャンするときに原稿を白黒反転させてスキャンします。

エッジ強調

画像の輪郭を調整します。スライダを「ソフト」方向に動かすと画像の輪郭が柔らかくなり、「シャープ」方向
に動かすと画像の輪郭がくっきりとします。

画像回転

スキャンした画像の向きが正常になるように回転角度を指定します。

☞ セットした原稿の向きと指定した角度によりスキャンした画像が次のように回転します。

［文字向検知］チェックボックス

画像の中にある文字の向きを検知し、文字の向きが正常になるように画像を90度単位で回転させます。

☞ 文字向検知を有効にすると、［画像回転］と、スキャン領域ダイアログボックスの領域の設定が無効になり
ます。
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☞ アプリケーションによっては文字向き検知に対応していない場合があります。文字向き検知を有効にする
とアプリケーションが正常に動作しなくなるようなときは、文字向き検知を無効にしてください。

［孤立点除去］チェックボックス

白地の中で孤立した3×3ドット以内の黒い点を除去します。

［黒枠消し］チェックボックス

スキャンした画像の周りにできる黒い部分を白にします。

［バインダの穴を削除］チェックボックス

バインダに綴じられていた原稿をスキャンするときにできる黒い穴の部分を白にします。

☞ 文字や図形の上に穴が開けられている場合、穴の部分が図形として認識されるため、削除されないことが
あります。

［裏写り/地色除去］チェックボックス

薄い原稿や裏面が濃い原稿をスキャンした時に起きる裏写りや、原稿の地色を除去します。

このチェックボックスをチェックすると「設定」ボタンが有効になり、「裏写り防止/地色除去設定」ダイアロ
グボックスで除去レベルを調整します。

カラードロップアウト

読み取りのモードが［24ビットカラー］以外のときに有効で、赤/緑/青色の読み飛ばし（ドロップアウト）
または、色強調を設定します。

［ドロップアウトカラーカスタム］、［カスタムカラー強調］を選択すると［設定］ボタンが有効になり、「色の
設定」ダイアログボックスで色の範囲を指定してドロップアウトまたは、色強調させることができます。

☞ 斜線部の領域の色がドロップアウトまたは、色強調されます。

☞ 斜線部の領域は、マウスでドラッグして領域を移動することができます。

☞ 斜線部の枠をマウスでドラッグすると、領域の範囲を変更することができます。

☞ モニタ上で指定した色と実際にドロップアウト/強調される色はお使いのコンピュータの環境により異な
り、指定した色が処理されない場合もあります。
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「その他」タブ

「その他」タブはISISドライバ、TWAINドライバで設定できる機能が異なります。また、設定項目の一部につい
ては、「基本」タブのモードの設定によって無効になる機能があります。詳細についてはP.7-6「モードによる機
能の制限」を参照してください。

「その他」タブ（ISISドライバ）

「その他」タブ（TWAINドライバ）
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［表裏反転］チェックボックス

読み取り面の設定により以下の読み取りを行います。

☞ 読み取り面の設定が［片面］の場合、原稿のうら面をスキャンします。

☞ 読み取り面の設定が［両面］、［白紙をスキップ］の場合、原稿のうら→おもての順に画像を保存します。

［継続モード］チェックボックス

読み取り中に紙詰まりなどで搬送が停止したときに、アプリケーション側にエラーを送信しないで読み取りを
中断します。搬送が停止した原因を処理した後、通常の操作で読み取りを継続することができます。

［JPEG転送］チェックボックス

スキャンした画像データをJPEG圧縮してコンピュータに出力します。

スキャンした画像データは、ISIS/TWAINドライバ、またはアプリケーションからの要求により「非圧縮転送」
または「JPEG転送」によりスキャナから出力されます。

☞「非圧縮転送」は、読み取った画像データを圧縮しないで出力します。そのため、画像データが大きい場合、
スキャナからコンピュータへのデータ転送に時間を要します。

☞「JPEG転送」は、グレースケール、カラー画像の出力に有効で、読み取った画像データをスキャナ内部で
JPEG圧縮した画像データを出力します。
出力される画像データを小さくすることにより、スキャナからコンピュータへのデータ転送時間が短くな
ります。

JPEG転送をオンにすると、スキャナからの画像データは、必ずJPEG圧縮された画像データが出力されます。

☞ アプリケーションでの保存形式が非圧縮のファイル形式になっている場合、JPEG圧縮された画像データ
を非圧縮データに伸長してからアプリケーションに転送します。そのため、画質が若干劣化します。

☞ アプリケーションが「JPEG転送」を要求している場合、JPEG転送の設定は無視されます。

☞ アプリケーションからの要求は、アプリケーションの仕様により異なります。

重送検知

原稿が重なって搬送されたことを検知して搬送を停止させる機能で、スキャンする原稿に合わせて検知方法を
選択します。

［長さで検知］

サイズの同じ原稿の束をスキャンする時に有効な検知方法で、1枚目の原稿の長さを基準とし、基準の長さよ
り50mm以上長い、または短い原稿を検知したときに重送として判断して搬送を停止させます。

［超音波で検知］

サイズの異なる原稿の束をスキャンする時に有効な検知方法で、重なって搬送された原稿と原稿の隙間
（50mm以上）を超音波で検知したときに重送として判断して搬送を停止させます。

☞ 2つの検知方法は、同時に使用することもできます。

☞ 原稿の重なりが50mmないときや、静電気などで原稿が密着しているときには超音波による重送検知が正
常に検知できない場合があります。

給紙オプション

原稿の給紙方法を選択します。

［標準給紙］

一度にセットできる少ない原稿の束をスキャンするときに有効で、セットした原稿がなくなるとスキャンを停
止します。

［パネルで給紙］

サイズの異なる用紙が混在している原稿の束を連続してスキャンするときに有効で、原稿をセットした後、ジョ
ブボタンに割り当てられたスタートボタンでスキャンを開始し、ストップボタンでスキャンを停止します。

☞ サイズの異なる原稿が混在しているときなど、原稿をセットした後に原稿ガイドの位置を調整しながらス
キャンすることができます。
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［自動給紙］

同じサイズの原稿の束を連続してスキャンするときに有効で、原稿のセットをスキャナが検知するとスキャン
を開始し、ストップボタンでスキャンを停止します。

☞［自動給紙］を選択すると、「設定」ボタンが有効になり、原稿を検知してからスキャンを開始するまでの
時間を設定できます。（→ P.9-3「複数原稿の読み取り」）

バッチ区切り（ISISドライバのみ）

給紙オプションの設定で選択肢が異なり、アプリケーションでバッチ区切りを有効にしてスキャンを開始した
ときのバッチ区切りのタイミングを選択します。

給紙オプションが［標準給紙］の場合

給紙オプションが［自動］、［パネル］の場合

［自動］

原稿の束ごとにバッチが区切られます。

［パネル］

スキャンパネルのバッチ区切りボタンを押下状態にしてスキャンを継続したときにバッチが区切られます。
（→ P.3-22「スキャンパネルについて」）

［パッチコード］

原稿の間に挿入されたパッチコードシートを検知した時にバッチが区切られます。（→ P.3-23「3-6 パッチ
コードシートの利用」）

☞［パッチコード］を選択すると「基本」タブの読取面の設定から［半折りスキャン］が選択できなくなりま
す。

パッチコードの向き（ISISドライバのみ）

バッチ区切りの設定を［パッチコード］にしたときに有効になり、パッチコードの向きに合わせて設定します。
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☞ 原稿内のパッチコードと「パッチコードの向き」設定は以下のようになります。

 パッチコードの向き 

PATCH T 
(FILE A)

PATCH II 
(FILE B)

［プレスキャン］チェックボックス

スキャン開始時に原稿を1枚スキャンしてプレスキャンパネル を表示します。スキャンした画像をプレスキャ
ンウィンドウに表示し、明るさとコントラストを確認/調整してからスキャンを続行します。（→ P.9-6「プ
レスキャン」）

［バーコード］ボタン

オプションの「バーコードモジュール」をインストールすると有効になり、バーコードダイアログボックスを
開いて原稿内にあるバーコードを検知する設定を行います。詳細については、ISIS/TWAINドライバのヘルプ

または、お買い求めの販売店にお問い合わせください。

［アドオン］ボタン

「アドオン」ダイアログボックスを開き、スキャンした画像にに任意の文字列やビットマップ画像をアドオンす
るための設定を行います。（→ P.7-21「アドオン」ダイアログボックス）
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「アドオン」ダイアログボックス

「アドオン」ダイアログボックスは、「その他」タブにある［アドオン］ボタンをクリックしたときに開くダイ
アログボックスで以下の構成になっています。

「アドオン」ダイアログボックスは、スキャンした画像に任意の文字列やビットマップ画像をアドオンするため
の設定を行います。

 

ビットマップ設定ダイアログボックス（→P.7-24） 

文字列設定ダイアログボックス（→P.7-24） 

カウンタ1の設定ダイアログボックス（→P.7-25） 

カウンタ2の設定ダイアログボックス 

アドオンダイアログボックス 
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［アドオン］チェックボックス

スキャンした画像に任意の文字列や画像をアドオンする場合にチェックします。

印字面

文字列や画像をアドオンする面を指定します。

［有効］チェックボックス

このチェックボックスをオンにすると、アドオンする文字列の設定が有効になります。

文字列

アドオンする任意の文字列を入力します。

☞ 入力できる文字列は以下の通りです。

・数字：0～9

・アルファベット：A～Z、a～z

・記号：！” ’＃ ＄ ％ ＆’( ) ＊ ＋ － . , / : ; < > =？＠[ ] { } ̃ ` ¥

☞ カウンタや日時、矢印などの特殊文字は、［特殊文字］ボタンをクリックして表示されるリストから選択し
ます。文字列にはそれぞれの省略文字が入力されます。

［シングルカウンタ］省略文字：<C>
9桁のカウンタを1つアドオンします。

［ダブルカウンタ］省略文字：<CC>
9桁のカウンタを2つアドオンします。

［桁数指定付きシングルカウンタ］省略文字：<Cx>
シングルカウンタの桁数を指定するダイアログボックスが表示されます。指定した桁数のカウンタをアド
オンします。

［桁数指定付きダブルカウンタ］省略文字：<CxCx>
ダブルカウンタの桁数を指定するダイアログボックスが表示されます。指定した桁数のカウンタをアドオ
ンします。

［時間］省略文字：<TIME>
スキャンした時刻を24時間表示で8桁アドオンします。

［日付（月/日/年）］省略文字：<MYD>
スキャンした日付けを月/日/年の順に西暦表示で10桁アドオンします。

［日付（日/月/年）］省略文字：<DYM>
スキャンした日付けを日/月/年の順に西暦表示で10桁アドオンします。

［日付（年/月/日）］省略文字：<YMD>
スキャンした日付けを年/月/日の順に西暦表示で10桁アドオンします。

［上矢印］省略文字：<U>
上向きの矢印（↑）をアドオンします。

［下矢印］省略文字：<D>
下向きの矢印（↓）をアドオンします。

［左矢印］省略文字：<L>
左向きの矢印（←）をアドオンします。
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［右矢印］省略文字：<R>
右向きの矢印（→）をアドオンします。

☞ 特種文字から入力できるカウンタは1種類です。カウンタを2種類入力した場合、プレビューウィンドウ
の表示ががエラー表示になります。

☞ アドオンできる文字数は最大96文字です。フォントサイズによって入力できる文字数が制限されます。ア
ドオンされる文字数が制限値を越えた場合、プレビューウィンドウの表示がエラー表示になります。

☞ 特殊文字を入力した場合、入力した文字数は少なくても実際にアドオンされる文字数は多くなります。

文字の向き

アドオンする文字の向きを指定します。

☞ 文字の向きは搬送方向に対して以下のようになります。

文字の向き 

アドオン 

フォントサイズ

アドオンするフォントのサイズを指定します。

フォントサイズ（ポイント）：3, 4, 6, 8, 9, 10, 12, 16, 18 , 20, 24, 28, 30, 38

☞ 画像にアドオンする場合、スキャンする解像度によって画像としての文字の大きさが変わります。

［有効］チェックボックス

このチェックボックス をチェックすると、ビットマップ画像のアドオンが有効になります。

☞ ビットマップ画像をアドオンする場合、スキャン開始時にビットマップ画像の処理を行います。そのため、
スキャン開始から実際にスキャンが開始されるまでの時間はビットマップ画像のサイズおよび設定によっ
て変化します。

☞ ビットマップ画像をアドオンする場合、スキャンが開始されるまでの間メッセージ画面が表示されます。

ファイル名

アドオンする画像ファイルを指定します。

☞ ファイル名で指定したビットマップ画像は、右に90度回転させてアドオンされます。

☞ アドオンできるのはビットマップファイル（*.bmp）のみです。
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プレビューウィンドウ

プレビューウィンドウには、設定した内容がプレビュー表示されます。

☞プレビュー表示は、マウスの左ボタンで4段階に拡大、右ボタンで縮小されます。

［プレビューを表示］ボタン

このボタンをクリックすると、プレビューウィンドウがアクティブになります。

 文字列設定/ビットマップ設定ダイアログボックス

アドオンする文字列およびビットマップ画像の設定を行います。

水平方向の印字位置

給紙口の端からの距離を入力します。

☞ 表面にアドオンする場合は、給紙口左端からの距離を入力します。

☞ 裏面にアドオンする場合は、給紙口右端からの距離を入力します。

☞ 入力はアドオンする文字列（ビットマップ画像）の左端の位置を入力します。

垂直方向の印字位置

用紙の先端からの距離を入力します。
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印字幅

ビットマップ画像をアドオンする幅を入力します。

☞ ビットマップ画像は右に90度回転させ、指定した印字幅に縮小してアドオンされます。

☞ 画像ファイルのサイズによってはエラーが表示される場合があります。エラーが表示されるときは印字幅
を小さくしてください。

カウンタ1

シングルカウンタまたは、ダブルカウンタのカウンタ1の設定を表示します。

☞ 設定の変更はカウンタ1の設定ダイアログボックスで行います。

カウンタ2

ダブルカウンタのカウンタ2の設定を表示します。

☞ 設定の変更はカウンタ2の設定ダイアログボックスで行います。

カウンタ1、2の設定ダイアログボックス

アドオンするカウンタの設定を行います。

スタート値

カウンタのスタート値を設定します。

カウントアップ量

カウンタの増加量を設定します。ここで設定した数ずつカウンタが増加します。

カウントアップタイミング

カウントアップするタイミングを指定します。

［ニューファイル］（ISISドライバのみ有効）

「その他」タブのバッチ区切りの設定でバッチが区切られたときにカウントアップします。（→ P.7-19「バッ
チ区切り」）

［毎ページ］

1ページ毎にカウントアップします。

［なし］

カウントアップしません。

リセット値

カウンタがリセットされたときの最初の値を選択します。

リセットタイミング

カウンタをリセットするタイミングを選択します。

［ニューファイル］（ISISドライバのみ有効）

「その他」タブのバッチ区切りの設定でバッチが区切られたときにカウントアップします。（→ P.7-19「バッ
チ区切り」）

［毎ページ］

1ページ毎にカウンタをリセットします。

［なし］

カウンタをリセットしません。
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第8章　 ジョブ登録ツールの設定

本章は、ジョブ機能を設定するためのジョブ登録ツールの設定について説明しています。ジョブ機能の
詳細については、P.3-9「3-4 ジョブ機能」を参照してください。

8-1　ジョブ登録ツールの起動

ジョブ登録ツールは、ISIS/TWAINドライバと一緒にインストールされるTWAIN互換アプリケーションソフト
ウェアで、以下の手順で起動します。

1 [スタート]ボタンをクリックし、[プログラム]（Windows XPの場合は[すべてのプログラ

ム]）-[DR-4010C]-[ジョブ登録ツール]をクリックします。

ジョブ登録ツールが起動します。（→ P.8-2「ジョブ登録ツール設定ダイアログボックス」)
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8-2  ジョブ登録ツール設定ダイアログボックス

ジョブ登録ツール設定ダイアログボックスは新規/編集ダイアログボックスと管理ダイアログボックスで構成され
ており、新規/編集ダイアログボックスは、ファンクションの設定に合わせたダイアログボックスが表示されます。
（→ P.8-4「新規 /編集ダイアログボックス」)

ジョブ登録ツールダイアログボックス（→P.8-3)

スキャナ設定ダイアログボックス 

アクセス権の設定 

PDF/TIFF設定 

編集ダイアログボックス（→P.8-4)

管理ダイアログボックス（→P.8-8)
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ジョブ登録ツールダイアログボックス

プログラムメニューから「ジョブ登録ツール」を起動したときに表示されるダイアログボックスです。

ジョブボタン設定一覧

スキャナ本体のジョブボタンに対応したジョブボタンと、ジョブボタンに割り当てられている現在の設定を表
示します。ジョブボタン（① ,② ,③）をクリックすると「新規/編集」ダイアログボックスが開きます。
（→ P.8-4「新規 /編集ダイアログボックス」）

ジョブボタンの設定 

　　　
ジョブボタン 

［バージョン］ボタン

ジョブ登録ツールのバージョン情報を表示します。

［管理］ボタン

「管理」ダイアログボックスを開きます。（→ P.8-8「管理ダイアログボックス」）

［初期値］ボタン

設定を初期状態に戻します。

［閉じる］ボタン

ジョブ登録ツール設定ダイアログボックスを閉じます。

［ヘルプ］ボタン

ジョブ登録ツールのヘルプを表示します。
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新規/編集ダイアログボックス

新規/編集ダイアログボックスは、ジョブ登録ツールダイアログボックスのジョブボタンをクリックしたときに表
示されるダイアログボックスです。

表示される新規/編集ダイアログボックスは、ジョブボタンに登録されているファンクションの設定によって以下
のダイアログボックスが表示されます。

メール添付 

印刷 

ファイル保存 スタート 

何もしない 

アプリケーション起動 

ストップ 

各ファンクション共通の設定項目

ジョブ番号[No.1 ～ 3]

選択したジョブボタンの番号を表示します。設定した内容は、表示されている番号のジョブボタンに登録され
ます。

ジョブタイトル

ジョブボタン設定一覧のジョブタイトルに表示させるジョブタイトルを入力します。

☞ ジョブタイトルに使用できる文字数は、半角英数カナで最大40文字、全角で最大20文字です。

☞「スタート」、「ストップ」以外のジョブタイトルは、スキャンパネルには表示されません。（→ P.3-22「ス
キャンパネルについて」）
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ファンクション

ジョブ毎に設定するファンクションを選択します。

☞ ファンクションを変更すると、新規/編集ダイアログボックスが変更されます。（→ P.8-4）

☞ [アプリケーション起動]で起動させるアプリケーションは、Windowsの「イベント機能」で設定します。
（→ P.3-12「アプリケーション起動について」)

スキャナの設定

ファンクションが「ファイル保存」、「印刷」、「メール添付」のときに有効になり、[設定]ボタンを押して、スキャ
ナの設定を行います。

☞ スキャナの設定方法については、第 7章「ISIS/TWAINドライバの設定」を参照してください。

画像ファイルを保存するための設定項目（ファンクション：ファイル保存、メール添付）

[画像を保存する]チェックボックス

[ファンクション]で[メール添付]を指定したときに表示されるチェックボックスで、スキャンした画像を保存す
る場合にチェックします。

[My Picturesフォルダに保存する]チェックボックス

My Documentsフォルダの中のMy Picturesフォルダに画像ファイルを保存します。

☞ このチェックボックスをオフにすると。「保存場所」と「アクセス権の設定」ボタンが有効になります。

保存場所

[My Picturesフォルダに保存する]チェックボックスをオフにしたときに有効になり、スキャンした画像を保
存するフォルダ名を入力します。または、[参照]ボタンをクリックしてフォルダを指定します。

ファイル名

保存するファイル名を入力します。

☞ 入力できる文字数は、半角英数カナで最大32文字です。

☞ ファイル名には、スキャンした時のタイムスタンプが付加されます。
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ファイル形式

保存するファイル形式を選択します。

☞ [TIFF]または[PDF]を選択すると「設定」ボタンが有効になります。

☞ スキャナの設定で［カラー白黒検知］が選択されていると、[JPEG]を選択して［OK］ボタンをクリックし
たときにエラーが表示されます。エラーが表示されたときは、他のファイル形式に変更するか、スキャナ
の設定を変更してください。

[設定]ボタン

ファイル形式で、[TIFF]または[PDF]を選択した場合に有効になり、それぞれの設定ダイアログボックスを表示
します。

TIFF設定ダイアログボックス

［マルチTIFF設定]

複数ページの原稿をスキャンしたときの画像ファイルの保存方法を設定します。

・［1ページ］を選択すると、1ページ/1ファイルで画像ファイルが保存されます。

・［複数ページ］を選択すると、全ページが1つの画像ファイルに保存されます。

[圧縮する]チェックボックス

このチェックボックスをオンにすると、画像ファイルが圧縮されて保存されます。画像の種類が白黒2値の場
合「CCITT_グループ4」、画像の種類がグレーおよびカラーの場合は「JPEG」で圧縮されます。このチェッ
クボックスをオフにした場合、保存されるファイルサイズが大きくなります。

☞「CCITT_グループ4」：FAX機器などのデータ通信で使用されている圧縮形式で、白黒２値画像の圧縮形
式として使用されます。

☞「JPEG」：グレースケールやカラー画像の保存に使用されている圧縮形式です。「圧縮する」を選択した場
合は、JPEGファイルの標準の圧縮率が適用されます。

☞ お使いのアプリケーションが上記の圧縮形式に対応していない場合、スキャンした画像ファイルが開けな
いことがあります。このようなときは「圧縮する」をオフに変更してスキャンしてください。

PDF設定ダイアログボックス
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圧縮率

PDFファイルの圧縮率を選択します。

・［標準］を選択すると、標準の圧縮率で保存されます。

・［高圧縮］を選択すると、ファイルが高圧縮で保存されます。画質は若干劣化しますがファイルのサイズは小
さくなります。

☞ 圧縮率の設定は、スキャナ設定時に指定した読み取りのモードが [256階調グレー] または [24ビットカ
ラー] の場合に有効です。読み取りのモードで[白黒]、[誤差拡散]などの2値画像を選択した場合、読み取
る原稿によりファイルのサイズが変わります。

OCR対象言語

[OCR情報の付加]チェックボックスをオンにしたとき、読み取る活字の対象となる言語をリストボックスの中
から選択します。

☞「簡体字中国語」または「繁体字中国語」を選択した場合、中国語以外の環境では、中国語のOCR結果を
正常に表示させることはできません。

[OCR情報の付加]チェックボックス

このチェックボックスをオンにすると、画像の中の活字部分が認識され、認識された部分にテキストデータが
付加された状態で保存されます。

☞ OCR情報を付加したPDFファイル（*.pdf）には、画像として取り込まれた原稿の文字列が文字認識され
てテキストデータとして保存されています。

[アクセス権の設定]ボタン

[My Picturesフォルダに保存する]チェックボックスをオフにしたときに有効になり、保存場所で指定した
ネットワーク上の共有フォルダにアクセスするためのユーザー名とパスワードを設定します。

☞ ネットワーク上の共有フォルダには、アクセス権を設定して利用者を制限している場合があります。この
場合、ユーザー名とパスワードを入力しなければ共有フォルダにアクセスすることができません。

コンピュータの管理者に共有フォルダに設定されているアクセス権を確認し、ユーザー名とパスワードを
入力します。

スキャンした画像をプリンタで印刷するための設定（ファンクション：印刷）　

[プリンタ]

画像を印刷するプリンタを表示します。プリンタの設定は[プリンタの設定]ボタンを押して、設定を変更しま
す。
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[プリント形式]

印刷するサイズを選択します。

・［実寸にあわせる］を選択すると、原稿と同じサイズで印刷します。

・［用紙にあわせる］を選択すると、スキャンした原稿のサイズが印刷する用紙より大きい場合、印刷する用紙
のサイズにあわせて印刷します。

ボタン

［OK］ボタン

設定の変更が反映されジョブ登録ツールダイアログボックスに戻ります。

［キャンセル］ボタン

設定の変更を反映されずにジョブ登録ツールダイアログボックスに戻ります。

管理ダイアログボックス

ジョブ登録ツールダイアログボックスの[管理]ボタンをクリックしたときに表示されるダイアログボックスで、「画
像を保存するフォルダの監視」、「ジョブ実行時の進捗表示」、「メールに添付する画像ファイルのサイズ制限」、「ジョ
ブデータのバックアップ」について設定します。

画像を保存するフォルダの監視に関する設定

[容量警告設定]

容量警告設定は、画像ファイルを保存するフォルダをあらかじめ特定しておき、特定したフォルダに対して保
存できる容量を設定します。スキャン開始時または、スキャン中にファイルの総容量が設定したサイズを超え
たときに警告メッセージを表示します。

☞ 容量警告設定は、最大5つのフォルダに設定することができ、［登録フォルダ］で登録するフォルダの番号
（1-5）を選択します。
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[警告ダイアログを表示する]チェックボックス

選択した登録フォルダの番号に対して容量制限を行う場合にチェックし、容量制限を監視するフォルダの指定
と警告を出すサイズを設定します。

容量監視フォルダ

容量制限を行うフォルダを指定します

警告を出すサイズ

指定したフォルダに保存されるすべてのファイルの合計の上限サイズを入力します。

☞ CD-Rなどの媒体に保存するときは、媒体に保存できる容量を指定します。

☞ 容量制限が有効になっている場合、設定されたフォルダの中のファイルの総合計が上限サイズを超えてい
ると、スキャン開始時に警告メッセージが表示されます。

☞ 警告が表示されたときは、メッセージに従い、そのまま継続するか、保存先を変更してスキャンを行って
ください。

ジョブの進捗表示に関する設定

[進捗表示]チェックボックス

このチェックボックスをオンにしてジョブを開始すると、[DR-4010Cモニター]を表示してジョブの進捗状態
を表示します。

メールに添付する画像ファイルの制限に関する設定

[添付ファイルの上限]

[メール添付]を指定したときに、添付する画像ファイルのサイズの上限を設定します。スキャンした画像のサ
イズが設定したサイズになるとメッセージを表示してスキャンを中止します。

☞ 添付ファイルの上限は、メールサーバで制限されている添付ファイルのサイズの上限を越えないでくださ
い。メールサーバの設定については、お使いのメールシステムの管理者にお問い合わせください。

ジョブのバックアップに関する設定

[バックアップ]ボタン

登録したジョブデータのバックアップファイル(*.reg)を任意のフォルダに書き出します。

[リストア]ボタン

書き出したバックアップファイル(*.reg) を読み込んで、ジョブデータを復元します。

☞ 登録されているジョブNo. と、バックアップファイルに同じジョブNo. がある場合、バックアップファイ
ルのデータが登録されているジョブに上書きされます。
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ボタン

［OK］ボタン

設定の変更が反映されジョブ登録ツールダイアログボックスに戻ります。

［キャンセル］ボタン

設定の変更を反映されずにジョブ登録ツールダイアログボックスに戻ります。



9 - 1

DR-4010C ISIS/TWAINドライバの設定例です。ISIS/TWAINドライバを設定する際の参考にしてください。該
当項目の説明については、「第 7章 ISIS/TWAINドライバの設定」を参照してください。

両面原稿の読み取り

● 両面原稿をスキャンしたい。

「基本」タブの読み取り面の設定を［両面］に設定します。（→ P.7-7「読み取り面」）

● 原稿の裏面などの白紙のページをスキャンしないようにしたい。

「基本」タブの読み取り面の設定を［白紙をスキップする］に設定します。両面スキャンを行ない、白紙
と判断したページの画像を保存しません。（→ P.7-7「読み取り面」）

● 白紙スキップにしても白紙がスキップされない。

「白紙スキップの設定」でコンテンツ密度を高く調整します。薄い地色のある原稿に対してコンテンツ密
度が低く設定されていると白紙としてスキップされない場合があります。（→ P.7-7「読み取り面」）

● 文字のある原稿が白紙としてスキップされる。

「白紙スキップの設定」でコンテンツ密度を低く調整します。文字量の少ない原稿に対してコンテンツ密
度が高く設定されていると白紙としてスキップされる場合があります。（→ P.7-7「読み取り面」）

非定形サイズ原稿の読み取り

● 非定形サイズの原稿をスキャンしたい。

「基本」タブの用紙サイズの設定で、定形サイズを指定して非定形サイズの原稿をスキャンすると、原
稿の周りに黒い部分ができます。非定型サイズの原稿をスキャンするするときは、「用紙サイズ」の設
定を［自動検知］に設定します。原稿のサイズが自動検知されます。（→ P.7-6「用紙サイズ」）

● 長尺の原稿をスキャンしたい。

スキャナ本体の設定を長尺モードに設定し、基本設定ダイアログボックスの「用紙サイズ」の設定を
［自動検知］に設定します。1,000mmまでの原稿をスキャンすることができます。
（→ P.3-29「長尺モード」、 P.7-6「用紙サイズ」）

● 非定形サイズの原稿を用紙サイズに登録したい。

用紙サイズに登録されていない非定形サイズの原稿は、スキャン領域ダイアログボックスにある「カ
スタム」ボタンをクリックして「カスタム用紙サイズ」として登録することができます。（→ P.7-5
「ユーザー設定」）

第9章　 こんなときは
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読み取り領域の調整

● 原稿の一部をスキャンしたい。

スキャン領域ダイアログボックスで、任意の領域を指定します。但し、読み取りサイズの設定が［自動
検知］のときは領域の設定が無効になります。（→ P.7-10「スキャン領域ダイアログボックス」）

TWAINドライバの場合、スキャナに原稿をセットして「プレビュー」ボタンをクリックすると原稿を
1枚スキャンします。スキャンした画像が領域ウィンドウに表示されるので、プレビュー画像を見なが
ら領域を設定することができます。（→ P.7-11「プレビューボタン」）

CapturePerfectでは、最後にスキャンした画像が領域ウィンドウに表示されます。「スキャン1ペー
ジ」を実行してからスキャン領域ダイアログボックスを開くとスキャンした画像が領域ウィンドウに表
示されるので、プレビュー画像を見ながら領域を設定することができます。

● 原稿のズレによる画像の欠けや、画像の周りにできる黒い枠をなくしたい。

スキャン領域ダイアログボックスにある［マージン］でスキャン領域を調整します。

画像が欠けるようなときはスライダを右に動かしてスキャン領域を広くします。逆に、画像の周りに黒
い枠ができないようにするときは、スライダを左に動かしてスキャン領域を狭くします。
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複数原稿の読み取り

● 1度にセットできない原稿の束を複数の束に分けて連続スキャンしたい。

「その他」タブの「給紙オプション」の設定を［自動給紙］または、［パネルで給紙］にします。（→ P.7-
18「給紙オプション」）

給紙オプションを［自動給紙］にした場合、原稿のセットをスキャナが検知してスキャンを開始するた
め、原稿を繰り返しセットするだけで連続スキャンを行なうことができます。

［設定］ボタンは、原稿をセットしてからスキャンを開始するまでの待ち時間を設定します。

自動給紙で原稿をセットしたあとに原稿ガイドを調整したり、原稿を揃える必要があるときに待ち時間
を設定してください。

給紙オプションを［パネルで給紙］にした場合は、原稿をセットしたあと、スタートボタンを押すまで
スキャンが開始されません。

サイズの異なる原稿をセットしたあとに原稿ガイドを調整したり、原稿を揃えてからスタートボタンを
押してスキャンを開始します。

● 連続スキャンで原稿の束ごとにファイルを分けたい。（ISISドライバのみ）

給紙オプションの設定を［自動給紙］または［パネルで給紙］に設定し、バッチ区切りの設定を「自動」
にします。原稿の束ごとにファイルが区切られます。（→ P.7-19「バッチ区切り」）

● 原稿の束を1枚ずつスキャンしたい。

給紙オプションの設定を［自動給紙］または［パネルで給紙］に設定して1枚ずつスキャンします。原
稿を1枚スキャンするとスキャナが待機状態になります。

給紙オプションを［自動給紙］にした場合、次ぎの原稿をセットするとスキャナが原稿を検知してスキャ
ンを行ないます。

給紙オプションを［パネルで給紙］にした場合は、次の原稿を1枚セットし、 スタートボタン押してス
キャンを行ないます。

● 原稿が重なって搬送されたときにスキャナを停止させたい。

「その他」タブの「重送検知」の検知方法を、スキャンする原稿に合わせてチェックします。（→ P.7-18
「重送検知」）
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スキャンするときの画像の調整

● 背景のある原稿の文字をはっきりさせたい。（白黒2値で読み取る場合）

「基本」タブのモードの設定で［アドバンストテキストエンハンスメント］を選択します。文字の背景が
除去または処理され、文字が強調されて読みやすくなります。（→ P.7-5「モード」）

● 原稿の表裏の濃淡に差がある原稿をスキャンしたい。

「明るさ」タブで裏面の明るさとコントラストを調整します。ただし、読み取りモードがテキストエンハ
ンスメントモードのときは、裏面の調整はできません。（→ P.7-12「明るさタブ」）

● 雑誌などの写真をスキャンするときにできるモアレを除去したい。

「基本」タブにあるモアレ除去から［高速モアレ除去］または［高画質モアレ除去］を選択します。ただ
し、解像度の設定が300DPI以下の場合、［高速モアレ除去］は表示されません。（→ P.7-8「モアレ
除去」）

● スキャンした画像を任意の角度で回転させたい。

「画像処理」タブの画像回転で回転角度（0度、90度、180度、270度）を指定します。（→ P.7-15
「画像回転」）

セットした原稿の向きと指定した角度によりスキャンした画像が以下のように回転します。

● 原稿の文字にあわせて画像を回転させたい。

「画像処理」タブの［文字向き検知］をチェックします。原稿内の文字の向きを検知し、文字の向きが正
しくなるようにスキャンした画像が90度単位で回転します。

「文字向き検知」をチェックすると、画像回転は使用できません。
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● スキャンした画像を白黒反転させたい。（TWAINドライバのみ）

「画像処理」タブの［白黒反転］をチェックします。スキャンした画像が白黒反転されます。（→ P.7-15
「白黒反転」）

● 特定の色を読み取らないようにしたい。

「画像処理」タブのカラードロップアウトの設定で、ドロップアウトさせる色（読み飛ばす色）を指定す
ると、指定した色がスキャンされません。（→ P.7-16「カラードロップアウト」）

● 特定の色を強調したい。

「画像処理」タブのカラードロップアウトの設定で、強調させたい色を指定すると、指定した色が強調さ
れます。（→ P.7-16「カラードロップアウト」）

● 中間色を読み飛ばし/強調したい。

「画像処理」タブのカラードロップアウトの設定で、カスタムカラーを指定すると、「色の設定」ダイア
ログボックスが表示されます。色の範囲を指定してドロップアウトまたは、色強調させることができま
す。（→ P.7-16「カラードロップアウト」）

● 画像の輪郭をはっきりさせたい。

「画像処理」タブのエッジ強調の設定を調整します。（→ P.7-15「エッジ強調」）

● 薄紙の裏面の文字などの写り込み（裏写り）や原稿の地色を除去したい。

「画像処理」タブの［裏写り/地色除去］をチェックします。薄紙での裏写りや原稿の地色が除去されま
す。（→ P.7-16「裏写り/地色除去」）

● 画像の周りにできる黒い部分を削除したい。

「画像処理」タブの［黒枠消し］をチェックします。画像の周りにできる黒い部分が削除されます。（→
P.7-16「黒枠消し」）

● バインダに綴じられていた原稿をスキャンしたときにできる穴の部分を削除したい。

「画像処理」タブの「バインダの穴を削除」をチェックします。原稿の穴の開いた黒い部分が削除されま
す。（→ P.7-16「バインダの穴を削除」）
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プレスキャン

● スキャンする前に画像を確認したい。

基本設定ダイアログボックスの「プレスキャン」チェックボックスをチェックしてスキャンを行います。
スキャンを実行すると、原稿を1枚スキャンしてプレスキャンパネルを表示します。

● プレスキャンパネルについて

プレスキャンパネルは、1枚目の原稿の画像で明るさとコントラストを確認/調整してからスキャンを
行うためのものです。
プレビューウィンドウに表示された画像は、拡大して確認することができます（プレビューウィンドウ
にマウスを移動すると、左ボタンで画像を拡大、右ボタンで画像を縮小することができます）。
明るさとコントラストの設定値を変更すると、プレビューウィンドウに表示された画像に反映されます。
画像を確認した後、スタートボタンをクリックすると調整した設定でスキャンを続行します。ストップ
ボタンをクリックするとスキャンを中止します。

設定の登録

● 設定したスキャン条件を次回も使用したい。

ユーザー設定に名前を付けて登録します。登録したユーザー設定の名前を選択すると、設定条件が反映
されます。
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